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ABSTRACT

’We　are　now　inevitably　facing　the　aging　society，　in　which　we　must

protect　ourselves　and　our　body　itself　by　our　own　effort．　One　of　the

authors 　（H ．　Matsui）　has　been　engaged　In　the　study　concerning　the

active　life－planning　of　elderly　people　for　these　several　years。

The　present　study　is　to　aim　to　reveal　how　the　people　participating
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most 　actively　in　sports　activity　is　engaged　in　the　Veterans　Athletic

Championships ，　and　how　useful　such　an　athletic　meet　is　for　active

life－planning　for　elderly　people．　　　・

A　questionnaire　study　and　a　physical　fitness　test　was　eχecuted　on

the　athletes　（？f　the　10　th　World　Veterans　Athletic　Championshi 　p，

Miyazaki ，　Japan．　　　　　　　 二

（1 ）　Questionnaire　Study

Questionnaires　were　sent　by　mail　beforehand　to　all　the　athletes ．

Questionnaires　in　Japanese　were　used　for　Japanese　participants，　and

questionnaires　in　English　were　for　overseas　participants．　Questionn －

aires　were　collected　at　the　reception　desk　of　the　Championship．

The 　rate　of　the　answer　were　20．5％　for　overseas　athletes　（18．7％　for

male　and　24．9％　for　female）　and　42．9％　for　Japanese　athletes　（43．3％

for　male　and　41．2％　for　female）．　One　of　the　reason　that　the　rate　for

overseas 　participants　were　lower　than亅apanese　could　relate　t0　Ian－

guage　of　the　questionnaire，　considering　the　rate　of　the　answer　from

English　speaking　countries　were　about　40％．　The　rate　of　the　answers

of　each　age　group　was　；　40　～49　years　；　43．8％二50 ～59　years　：　28．5％，

60 ～years　 ：　12．6％，・70十years ：4．2％．

1 ）　Attitude　to　the　Veterans　Championships

The　reasons　for　participation　were　very　different　between　Japanese

and　overseas　participants ．　Main　reasons　of　overseas　athletes　were

“wishing　to　visit　Japan”，“to　meet　athletes　from　all　over　the　world”，

and　“to　challenge　the　limit　or　personal　best”，　while　“just　to　feel　the

atmosphe 「e　of　the　World　Veterans’　Championships”，“as　a　part　of　the

healthy　life－style”，“to　challenge　the　limit　or　personal　best”，　and　“to

know　own　physical　fitness　level”　for亅apanese　athletes ．　Almost　all　the

athletes　from　overseas　answered　that　they　had　done　special　training

for　the　Championships　in　addition　to　usual　training，　while　87％　of

Japanese　athletes　did　not　particu！arly．　　　一

2 ）　Concerning　health　status　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜

About　50 ％　of　athletes　（Japanese　：　48．2％，　Overseas　：　59．8％）　ans－

wered　that　they　thought　that　they　were　completely　healthy　with　no

disorder．　The　fact　that　91．5％　of　athletes　took　physical　eχamination

regularly　might　be　worthy　of　attention．

Many　athletes　paid　attention　in　food　and　meal　trying “to　eat

without　particular　likes　and　dislikes　（59．6％）”，“to　take　dairy　pro－
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ducts しsuch　as　milk ，　cheese ，　and　yogurt　 （57 ．1％ ）”，　and　 “t（j　take　meals

regularly ・（58 ．1％ ）”．　81 ．9％ 　of　athletes　had　a　habit　of　drinking　alcoh －

olic　drinks ，　while　88 ．0％ 　had　no　habit　of　smoking ．　 卜　 ．・．・・
・　　　　 ．・．

（ 　2　）　Physical　Fitness　Test 卜 ‥‥　‥ ‥　‥‥‥
，　‥‥
：レ　レ・

・ ．・　　　　　　 ．・　1　　 こ

279　male　and　129　female　athletes　from　31　nations　voluntarily　par －

ticipated　in　the　test 　Youngest　and　oldest　age　of　the　participants　was

40　and　86　years　for　male　and　35　and　71　years　for　female ，　respectively ．

Most　common 卜event　for　participants　of　the　test　was　long　distance

running　for　both　male　and　female ，　and　then　sprint　running ．

∇After　arriving　the　testing　site ，　ECG　at　rest　was　recorded ，　and　then

blood　pressure ，　height ，　body　weight ，　trunk　flexibility ，　and　grip　str －

ength　was　measured ．　Isokinetic　knee ：e χtension 　and　flexion　strength

was　measured　under　the　constant　speed　of　60　degrees ／second　using

Cybex　machine ．　Endurance　ability　was　evaluated　by　PWC　75 ％　HR ＿

and　estimated　by　incremental　bicycle　ergometer　work　 （Combi

Inc ．）． ・・・．．・・　　　　 ．・．　・．　　・・・・　I　．・・・
・
・・　 ・・　 ・　．・ ．　　　 ・．．　 ・．・　　・・．卜

Flexibility　showed　wide　personal　variability　and　no　special　relation －

ship　with　age ．　The　decrease　of　grip　strength　with　increasing　age　was

more　obvious　in　male　athletes ．　Both　leg　strength　arid　PWC　75 ％HR 亠

was　lower　in　aged　group　than　younger　group ，　but　these　values　of　the

athletes　were　much　higher　than　those　for　non －athletes ．一

要　　旨　j　　　　　　＼　　　　　　二

避けることのできない高齢化社会の到来，それ

は自分と自分の身体を自らの努力で守らなければ

ならない時代の到来である．この時代への対応と

して筆者らは数年来，中高年者のアクティブライ

フプランニングに関する研究を手掛けてきた．本

研究はその一貫としての研究で，中高年者のう

ち，最も積極的にスポーツ活動をアクティブライ

フプランに取り組んでいる人々が，その集約とし

て参加するベテランズスポーヅ大会についてどの

ように取り組んでいるか，また，スポーツ大会が

それらの人々のアクティブライフづくりにどのよ

うな役割を果たしているかの究明を志向したもの

である．　　 尚

平成5 年10 月7 日～17 日までの11 日間，宮

崎県営運動公園で開催された，第10 回世界ベテ

ランズ陸上競技選手権宮崎大会 の参加者を対象

に， アンケート調査と医・科学的調査の二面から

研究調査を行った．

（1 ） アンケート調査

日本人参加者には日本語版アンケート用紙を，

また，外国人 参加者 には英語版 アンケート用紙

を，参加申込受付確認証の郵送交付の封筒に同封

して全員に送付した．回収は大会会場での大会参

加登録時に，その受付場所に隣接して回収所を設

置して回収した．

ア冫ゲート調査の回収率は外国人20 ．5％（男性
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18．7％，女性24 ．9％），日本人42 ．9％　（男性43 ．3％，

女性41 ．2％）であった．外国人の回収率が低かっ

た一因 は，外国人向けの調査用紙が英語版だけで

あったことだと考えられる． 英語を日常語として

いる国 の参加者 に限 れば， 回 収率 は約40 ％ で

あった．

回答者の年代別比率は，40 歳代43 ．8％，　50歳代

28．5％，　60歳代12 ．6％，　70歳以上4 ．2％ であった．

1 ）ベテランズ大会の取り組み方 について

外国人と日本人とでは参加の動機にかなりの違

いがある．外国 人は 匚日本という国 に来てみた

かった」と「世界の陸上競技仲間に会うことがで

きる」がほぽ同数で上位をしめ，ついで「体力の

限界への挑戦として」を動機としている． これに

対して日本人 は，日本での開催ということもあっ

てか，「とにかく世界ベテランズ競技選手権に参

加したかったので」が最 も多 く，「健康づくりの一

貫として」，「世界の陸上競技仲間に会うことがで

きる」，「自分の体力評価のバロメータとして」が

続いている． ＼‥

また，大会参加のための準備 については，「日常

のトレーニングの実施のみで特別なトレーニ ング

を行わなかった」との回答が，外国人56 ．9％　（男

性58 ，1％， 女 性54 ．7％）， 日 本人87 ．0％　（男 性

87．1％，女性86 ．6％）と，それぞれ最 も多かった．

「参加のための特別トレーニングを行 った」は，外

国人35 ．9％ で あ ったが， 日本人 は8 ．8％ と少な

かった．陸上競技のトレーニングを継続してこら

れた理由については，外国人も日本人も「競技記

録へのチャレ ンジ精神」と［ 健康の保持増進を含

めた， 続けたいという意欲］の精神面の回答が高

い率をしめている．

2 ）健康面について

回 答 者 の 約50 ％ （日 本 人48 ．2％， 外 国 人

59．8％） が 「まったく異常なくすこぶる健康であ

る」と答えており， その他も完全に健康とはいえ

ないが， とくに健康面での支障はないと回答して
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いる．同時に回答で注目したいのは，回答者の

91．5％ が定期的，または時々健康診断を受け，健

康チェックを行っていることである．

食生活では「とくに意識せず何でも食べる

（59．6％）」，「牛乳や乳製品をとるように配慮して

いる（57．1％）」，「できるだけ3 度の食事時間を

守ってとるようにしている（58．1％）」といずれも

高い回答である．飲酒の習慣は81．9％ があると答

えたが，喫煙は88．0％ がまったくないと回答して

いる．

（2 ）医・科学的調査

競技会場に隣接した，宮崎県営野球場正面スタ

ンド下に調査場所を設定し，大会参加者のうち希

望者を対象に，医学的検査として安静時心電図と

血圧を，また，体力測定として形態（身長，体重），

立位体前屈（柔軟性），握力と等速性脚伸展および

屈曲力（筋力），最大酸素摂取量（持久性）の測定

を行った．測定には31 力国から男性279 名，女性

129 名が参加した．男性の参加者の年齢範囲は40

歳～86 歳まで，また女性は35 歳～71 歳であっ

た．長距離種目を専門とする者が最も多く，つい

で短距離種目であった．　　　　　　　　　　卜

年齢の増加に伴う握力の低下は，男性でより顕

著であり，一般男性との違いはあまり大きくな

かった．体重当たりの脚伸展力および脚屈曲力に

は，男女間で顕著な差が認められなかったが，

VO2 － は・ 男性で女性よりかなり優れていた．年

齢の増加にともない両変量とも減少する傾向が認

められたが，一般人に比べて明らかに高いレベル

を維持していた． 十

1．目　　的

避けることのできない高齢化社会の到来，それ

は自分と自分のからだを，自らの努力で守らなけ

ればならない時代の到来である．この時代への対

応として筆者らは数年来，中高年者のアクティブ

ライフプラニングに関する研究1哇 手がけて来た．
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本研究 はその一貫としての研究でよ中高年者 のう

ち，最も積極的にスポーツ活動をアクティブライ

フプランの内容として取り組んでいる人々が， そ

の集約として参加するベテランズスポーツ大会に

ついて，参加者がどのようにベヂランズスポーツ

を始め，その スポーツと取り組んでいるか，また，

ベテランズスポーツ大会が参加者のアクティブラ

イフづくり にどのような役割を果たしているかの

究明を志向したものである．二　　　　　　 卜

2 ．方　　 法　　　　　　　　　　 ▽

平成5 年10 月7 日～17 日までの ］．1日間，宮

崎市宮崎県営運動公園懲開催された↓ 第10 世界

ベテランズ陸上競技選手権宮崎大会（以下［宮崎

大会］と省 略） の参加者を対象に「アンケート調

査」と 下医・科学的調査丁の二面 から研究調査を

行った．　　　　　 ／　　＼　　　 … …

宮崎大会は，「高齢者社会の到来」と「国際化の

進展」 な払 今日の「変化と交流の時代」 にふさ

わしい国際的な生涯スポーツの祭典として，世界

ベデランズ陸上競技協会主催，㈱日本陸土競技連

盟，日本々 スターズ陸上競技連合，宮 崎県，宮崎

市が共催， 外務省，文部省√厚生省， 郵政省，朝

日新聞，　NHK の後援を得て開催された大会であ

る．なお，大会の主管は第10 回世界ベテランズ陸

上競技選手権宮 崎大会組織委員会が行った．本調

査も宮崎大会組織委員会健康調査班として実施さ

れた．なお調査班は，鯏スポーツ医・科学研究所，＝

名古屋大学総合保健体育科学センター，宮崎大学

教育学部のスタッフとその関係者で構成した二

2囗　 アンケート調査

［‾宮崎大会］参加者全員 に対し，別添資料1 　－a，

1　一一b　に示した内容のアンケート調査を実施 した．

調査方法は， アンケート用紙を＜ 日本人につい

ては日本語版 （卜a ）， 日本人以外については英

語版（1 －b）＞ を参加申込受付確認証の交付（郵

送）の封筒に同封 して，申込受付確認者全員に送

付した．回収は宮崎大会会場での大会参加登録時

に，その受付場所に接して回収所を設置して回収

した．づ　　ニ　　　　　　犬

2．2　 医・科学的調査

医・科学的調査は，医学的検査と体力測定を実

施した．検査と測定場所は，競技会会場 に隣接し

た宮崎球場正面スダンド下に設定した．調査の実

施 につ いては， 先のア ンケート調査用紙送付 の

際， アナウンスするとともに，大会時アンケート

回収所とその他に検査と測定場所を掲示 し，大会

参加者のうち，希望する人々を対象とした．検査

と測定 の内容は，対象1 人 の所要時間を3O 分程

度とす る必要から，つぎの内容の検査と測定項目

を選択実施した．　 … ……

2．2囗　 医学的検査　　 犬

安静時心電図と血圧の2 項目．心電図 は囗本電

気三栄製， 血圧は囗本コ’‐―リンBP ‐　103　型式N ―

H を用い測定した． 十

2．2．2　 体力測定 犬 ：　　　ご

形態（身長と体重），柔軟性（立位体前屈）筋力

（握力と脚伸展・屈曲力），全身持久能力（最大酸

素摂取量）の4 項目7 種目．　　　　　　　 厂

身長 はス夕ンド式 身長 計， 体重 は自動式体重

計，立位体前屈は竹井式立位体前屈計，握力はス

メツドレ式握力計を用い測定した．脚伸展・屈曲

力 はルメ ツクス社製サイベ ツクスH を用い，仲展

および屈曲における最大等速性筋力を測定した．

なお測定 はレ パ ーアームの運動 速度6O 度／Sセ

行つた．最大酸素摂取量の測定は，` コンビ社製自

転車 工ルゴメー夕を用い，3 段階の漸増負荷法に

よるPWC75 ％HR ＿ （年齡別の予想最高心拍数

の75 ％ に相当 する負荷）を用い，最大下推定値と

して測定した．測定は来室後 まず，安静時心電図，

血圧検査を行い，体力測定可否の条件を確かめた

後，身長，体重，立位体前屈，握力，最大酸素摂

取量，―脚伸展・屈曲筋力



ついて健康上，トレーニング上の留意点やそれら

に関わる具体的方法などについて，コメントまた

はディスカッションを実施した．もちろん，被検

者の要望があった場合には各項目，種目ごとにそ

の要望に応答するように務めた．測定期間は大会

開催中の10 月10 日午後から15 日までの5 日半

で，のべ約40 時間であった．

3．結果と考察

3．1　アンケート調査について

3．1．　1　回答者と回答率

アンケートの回答者数を大会参加者と対比し

て，表｜と表2 に示した．表1 は国別であり，表

2 は日本人についてで，都道府県別に示した．な

お，表示した大会参加者数は，受付確認時の本部

報告の人数である．日本人に比較して外国人の回

答率の低いのは√外国人へのアンケ，卜用紙が英

語版のみであったことによるものといえる．それ

は英語を母国語とする国の回答率にあらわれてい

る．英語を母国語とする国では，参加者が100 人

を越える場合でも30％ 以上の回答率であり，参

加者人数を50 人まで下げた場合の国別回答率で

は，南アフリカ（South　Africa）が45 ．2％ と最も

高く，この回答率は42．9％ の日本人より高かっ

た．

日本人参加者は当初の予想を大きく上回って，

9，702人を数えたが，回答者数は4，165人で42 ．9％

とおよそ2 分の1 に近い参加者からアンケートの

回答を得た．都道府県別回答率については参加者

数の幅があるので，比較するような言辞は慎まね

ばならないが，200 人以上の参加者があった県で

は， 神奈川の63 ．3％， 大分 の63 ．8％，干葉 の

62．0％ と高い率での回答を得た．

なお，参加者の最も多かったのは，外国ではド

イツの316 人（男性2n 人，女性101 人），国内で

は地元宮崎が断突に多く，実に2 ，141人（男性

1，818人，女性323 人）が参加した．宮崎の回答率

デサントスポーツ科学Vol．15
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は33 ．8％ であった．全般に府県別では九州の各県

が多 かったが，九州地区以外で は大 阪 の606 人

（男性487 人，女性119 人）が目立った．大阪の回

答率 は49 ．5％√参加者の2 分の｜であ った．

回答者数を，年齢別（大会の年齢区 分は参加資

格最低年齢の男性は40 歳から，女性 は35 歳から

5 歳 きざみで別けられているが，本報 告ではその

研究目的に添ったアンケート整理の関 係で，10 歳

きざ みとして整理表示 した）区分で 示す と表3

（国別），表4 （都道府県別）のごとくである．（た

だし女性の40 ～49 歳欄には僅少だが35 ～39 歳

の人数を含めた）最も多い年代は，男 性も女性も

40 歳代（女性は35 ～49 歳まで）で，男 性は全参

加者の44 ．9％，女性は35 ～39 歳の加 わったこと

もあ って，54．8％ である．注目したいの は61 歳以

上 の参加者が男 性で23 ．3％ と約4 分 の1 近いこ

とである．（女性は14 ．3％）これを外国人だけにつ

いて見ると，　51．3％ と60 歳以下を越 え ることに

なる．女 哇も外国人 のみについてみると，61 歳以

上 は34 ，8％ と3 分の1 以上である．ベ テランズ大

会が彼 らの生きがいとしてかなり大きなウェ イト

となっていることがうかがえる．

このことは，彼らの過去のベテラン ズ大会への

参加状況からも立証される．これも回 答者のみに

ついての集計であるが，今大会を含め10 回の大

会参加状況は表5 に示した．第1 回大会以来，今

大会までの10 回連続参加者はn 名を数え た．日

本人の回答者中最も参加回数の多かっ た人 は9 回

で，第1 回大会だけが不参加であった．

3．1．　2　宮崎大会参加の動機について

動機については設問中3 つまでの複数回答と

し，強い動機順に順位を付記するよう回答を求 め

たが，外国人の場合，この主旨が行きとどかず，

順位の付記が少なかったので，順位回 答を無視し

て全回答を回答項目ごとに集計した．

日本人の場合は設問の順位を明記した回答だっ

たので，二様の集計を行った．一つは外国人同様
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表1　 アンケート回答者と回答率（国別）

阨 地域 国名
参加者 回答者 回答率（％）

男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計

1

ヨ ーロ ツノ々

ア イ ス ラ ン ド 1 1 2 1 1 2 100 100 100

2 イ　　タ　　リ　　ア 40 10 50 13 6 19 32．5 60．0 38．0

3 英　　　　　　 国 85 39 124 25 16 41 29．4 41．0 33．1

4 オ ー ス ト リ ア 12 8 20 1 1 2 8．3 12 ．5 10．0

5 ギ　 リ　　シ　 ャ 27 2 29 1 － 1 3．7 － 3，4

6 ス　　 イ　　　ス 26 9 35 4 1 5 15．4 1L1 14．3

7 ス ウ ェ ー デ ン 32 22 54 8 5 13 25、0 22．7 24．1

8 ス　 ペ　 イ　 ン 15 5 20 1 3 4 6．7 60．0 20．0

9 チ　　　 ェ　　　 コ 20 4 24 14 4 18 70，0 100 75．0

10 デ ン マ ー ク 12 3 15 4 1 5 33．3 33．3 33．3

11 ド　　　イ　　　ツ 211 103 314 19 11 30 9、0 10．7 9．6

12 ノ　ル　ウ　ェ　ー 22 9 31 4 2 6 18．2 22．2 19．4

13 ノヘ　ン ガ 、リ ー 18 9 27 1 － 1 5、6 － 3．7

14 フ　 ラ　 ン　 ス 38 9 47 1 － 1 2．6 － 2．1

15 フ ィ ン ラ ン ド 69 18 87 15 4 19 21．7 22．2 21．8

16 ベ　 ル　 ギ　 ー 10 9 19 3 － 3 30、0 － 15．8

17 ポ　ー　ラ　ン　ド 12 3 15 3 － 3 25．0 － 20．0

18 ポ　ル　ト　ガ　ル 33 1 34 4 － 4 12．1 － 11．8

19

南・北アメリカ

アメリ カ合 衆国 228 84 312 72 37 109 31．6 44．0 34．9

20 カ　　　ナ　　　ダ 37 23 60 14 6 20 37．8 26．1 33．3

21 コ　 ロ　 ン　ビ　 ア 3 5 8 2 － 2 66．7 － 25．0

22 チ　　　　　　　リ 15 6 21 3 － 3 20．0 － 14．3

23 プ エ ル ト リ コ 27 12 39 2 － 2 7．4 － 5．1

24 ブ　 ラ　　ジ　 ル 62 42 104 21 16 37 33．9 38．1 35．6

25 ボ　 リ　　ビ　 ア － 2 2 － 2 2 － 100 100

26 ド　　ミ　 ニ　 カ 1 － 1 1 － 1 100 － 100

27 ペ　　　 ノレ　　　 ー 1 － 1 1 － 1 100 － 100

28

ア　ジ　ア

イ　　　ン　　　ド 151 47 198 7 6 13 4、6 12 ．8 6．6

29 イ ン ド ネ シ ア 6 12 18 2 3 5 33．3 25．0 27．8

30 シ ン ガ ポ ー ル 19 4 23 3 2 5 15．8 50．0 21．7

31 フ　ィ　リ　ピ　ン － 4 4 一 1 1 － 25．0 25．0

32 香　　　　　　 港 15 n 26 4 3 7 26．7 27．3 26．9

33 マ　 レ　 ー　 シ　 ア 13 2 15 1 1 2 7．7 50．0 13．3

34 ス　リ　ラ　ン　カ 16 － 16 ，3 － 3 18．8 － 18．8

35 イ　ス　ラ　ェ　ル 4 2 6 1 － 1 25．0 － 16．7

36 日　　　　　　 本 8，1551，547 9，7023，528 637 4，165 43、3 41．2 42．9

37
アフリカ

南 ア フ リ カ 49 35 84 21 17 38 42、9 48．6 45．2

38 ナ　　ミ　　ピ　 ア － 1 1 － 1 1 － 100 100

39
オセアニア

オ ースト ラリ ア 102 50 152 35 18 53 34．3 36．0 34．9

40 ニュージーランド 36 29 65 8 9 17 22．2 31．0 26．2

41 ヨ ーロ ツノマ ス　ロ　バ　キ　ア 1 4 5 1 4 5 100 100 100

総合計 9，6242，18611，8103，852 818 4，670 40．0 37．4 39．5

外国人合計 1，469 639 2，108 324 181 505 22．1 28．3 24．0
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表2　 アンケート回答者と回答率（都・道・府・県別）

－ 9 －

N（λ 地域 都道府県名
参加者 回答者 回答率 （％）

男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計

1

東　 北

北海道

北　 海　 道 44 8 52 31 6 37 70．5 75．0 71．2
2 青　　　　 森 25 1 26 13 1 14 52．0 100 53．8
3 秋　　　　田 21 7 28 6 5 11 28．6 71．4 39．3
4 岩　　　　手 39 7 46 22 4 26 56．4 57．1 56．5
5 山　　　　形 24 6 30 13 4 17 54．2 66 ．7 56．7
6 宮　　　　 城 29 4 33 13 2 15 44．8 50．0 45．5
7 福　　　　島 61 19 80 30 7 37 49．2 36 』 46．3
8

関　東

茨　　　　 城 70 9 79 37 3 40 52．9 33．3 50．6
9 栃　　　 木 24 1 25 11 － 11 45．8 － 44．0
10 群　　　 馬 42 9 51 33 6 39 78．6 66 ．7 76．5
11 埼　　　 玉 127 18 145 76 9 85 59．8 50 ．0 58．6
12 千　　　　 葉 171 37 208 109 20 129 63．7 54 ．1 62．0
13 東　　　　京 484 88 572 191 38 229 39．5 43 ．2 40．0
14 神　 奈　 川 180 41 221 115 25 140 63．9 61 ．0 63．3
15 山　　　　梨 20 4 24 10 1 11 50．0 25 ．0 45．8
16

中　部

新　　　　 潟 43 8 51 29 4 33 67．4 50．0 64．7
17 長　　　　野 26 6 32 14 5 19 53．8 83．3 59．4
18 富　　　　山 45 8 53 25 4 29 55．6 50 ．0 54．7
19 石　　　　川 51 22 73 23 8 31 45．1 36 ．4 42．5
20 福　　　　井 30 5 35 20 5 25 66．7 100 71．4
21 静　　　　岡 108 6 114 55 4 59 50．9 66．7 51．8
22 愛　　　　知 226 42 268 116 18 134 51．3 42．9 50．0

23 岐　　　　 阜 19 6 25 6 4 10 31．6 66．7 40．0
24 三　　　 重 38 6 44 26 3 29 68．4 50．0 65．9

25

近　畿

滋　　　　 賀 51 10 61 26 7 33 51．0 70．0 54．1
26 京　　　　都 110 36 146 53 18 71 48．2 50．0 48．6
27 大　　　　阪 487 119 606 239 61 300 49．1 5L3 49．5
28 兵　　　　 庫 223 38 261 134 19 153 60．1 50．0 58．6
29 奈　　　　 良 78 24 102 34 7 41 43．6 29．2 40．2

30 和　 歌　 山 74 17 91 27 4 31 36．5 23．5 34．1

31

中　国

四　国

罔　　　　　山 75 7 82 43 5 48 57．3 71．4 58．5
32 広　　　　島 143 15 158 78 11 89 54．5 73．3 56．3
33 鳥　　　　 取 56 16 72 21 8 29 37．5 50．0 40．3

34 島　　　　 根 53 9 62 28 6 34 52．8 66．7 54．8
35 山　　　　 囗 167 8 175 90 4 94 53．9 50．0 53．7

36 香　　　　 川 44 6 50 22 4 26 50．0 66．7 52、0

37 徳　　　　 島 42 10 52 19 6 25 45．2 60．0 48，1
38 愛　　　　媛 n5 24 139 68 13 81 59j 54．2 58．3
39 高　　　　知 54 12 66 28 12 40 51．9 100 60．6
40

九　州

福　　　　岡 628 87 715 272 41 313 43．3 47．1 43沼

41 佐　　　　賀 128 15 143 55 10 65 43．0 6L7 45，5

42 長　　　　 畸 237 64 301 79 17 96 33．3 26．6 31，9
43 熊　　　　本 423 80 503 n5 17 132 27．2 21．3 26．2

44 大　　　　 分 266 35 301 164 28 192 61．7 80．0 63．8

45 宮　　　　畸 1，818 323 2，141 625 99 724 34．4 30．7 33，8

46 鹿　 児　 島 567 132 699 203 42 245 35．8 31．8 35．1
47 沖　　　　 縄 369 92 461 81 12 93 22．0 13．0 20．2
総合計 8，1551，547 9，7023，528 637 4，165 43．3 4L2 42．9
九州地域合計 4，436 828 5，2641，594 266 1，860 35．9 32』 35．3
九州以外地域合計 3，719 719 4，4381，934 371 2，305 52．0 51．6 51．9

デサントスポーツ科学Vol ．15
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表3　 年代別アンケート回答者（国別）

N（1 地域

匸 年齢・性別匸 年　　　　　 齢

40～49 50～59 60～69 70～

男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計

1

ヨ ーロ ツノヾ

ア イ ス ラ ン ド － － － － 1 1 － － － － － －

2 イ　　タ　　リ　　ア 4 2 6 1 1 2 5 3 8 3 － 3

3 英　　　　　　 国 3 7 10 11 5 16 10 2 12 1 2 3

4 オ ー ス ト リ ア 1 － 1 － － － － 1 1 － － －

5 ギ　 リ　　シ　 ャ 1 － 1 － － － － － － － － －

6 ス　　　イ　　　ス I 1 2 2 － 2 － － － 1 － 1

7 ス ウ ェ ー デ ン 1 1 2 4 2 6 3 1 4 － 1 1

8 ス　 ペ　 イ　 ン － 2 2 － 1 1 1 － 1 － － －

9 チ　　　 ェ　　　 コ 1 1 2 7 2 9 3 － 3 3 1 4

10 デ ン マ ー ク 2 1 3 1 － 1 － － － 1 － 1

11 ド　　　イ　　　ツ 4 － 4 3 6 9 5 2 7 7 3 10

12 ノ　ル　ウ　ェ　ー 1 － 1 3 － 3 － 2 2 － － －

13 ノ丶　ン　 ガ　 リ　 ー 1 － 1 － － － － － － － － －

14 フ　　ラ　　ン　 ス 1 － 1 － － － － － － － － －

15 フ ィ ン ラ ン ド 4 － 4 4 2 6 5 － 5 2 2 4

16 ベ　 ル　 ギ　 ー － － － 1 － 1 1 － 1 1 － 1

17 ポ　ー　ラ　ン　ド 1 － 1 － － － 2 － 2 － － －

18 ポ　ル　ト　ガ　ル 3 － 3 － － － 1 － 1 － － －

19

南・北アメリカ

アメ リカ合 衆国 9 8 17 16 6 22 27 15 42 20 8 28

20 カ　　　ナ　　　ダ 5 2 7 1 2 3 3 1 4 5 1 6

21 コ　 ロ　 ン　ビ　 ア 1 － 1 － － － － － － 1 － 1

22 チ　　　　　　　リ － － － － － － 3 － 3 － － －

23 プ エ ル ト リ コ － － － － － － 2 － 2 － － －

24 ブ　 ラ　　ジ　 ル 4 2 6 10 10 20 4 4 8 3 － 3

25 ボ　　リ　　ビ　 ア － 1 1 － － － － － 一 － － －

26 ド　 ミ　 ニ　 カ 1 － 1 － － － － － － － － －

27 ペ　　　 ノレ　　　 ー ～ － － － － － 1 － 1 － － －

28

ア　ジ　ア

イ　　　ン　　　ド 1 2 3 4 3 7 1 1 2 1 － 1

29 イ ン ド ネ シ ア － 1 1 － 1 1 2 1 3 － － －

30 シ ン ガ ポ ー ル 1 ～ 1 1 1 2 1 － 1 － 1 1

31 フ　ィ　リ　ピ　ン － 1 1 － － － － － － － － －

32 香　　　　　　 港 2 2 4 2 1 3 － － － － － －

33 マ レ ー シ ア － 1 1 1 － 1 － － － － － －

34 ス　リ　ラ　ン　カ － － － － 1 1 － － － － － －

35 イ　ス　ラ　ェ　ル 2 ～ 2 － － － 1 － 1 － － －

36 日　　　　　　　本 1，657 389 2，0461，137 194 1，331 542 48 590 192 6 198

37
アフリカ

南 ア フ リ カ 7 8 15 5 3 8 5 4 9 4 2 6

38 ナ　　ミ　　ビ　 ア － － － 一 1 1 － － 0 － － －

39
オセアニア

オー スト ラ リア 5 9 14 8 5 13 15 3 18 6 1 7

40 ニ ュ ージ ー ラ ンド 3 4 7 1 4 5 1 － 1 3 1 4

41 ヨ ーロ ツノマ ス　ロ　バ　キ　ア 1 3 4 － － 0 － 1 1 － － －

総合計 1，728 448 2，1761，223 252 1，475 644 89 733 254 29 283

外国人合計 71 59 130 86 58 144 102 41 143 62 23 85
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表4　 年代別アンケート回答者（都・道・府・県別）

－n －

N（1 地域
年齢・性別よ 匸 年　　　　 齢

40～49 50～59 60～69 70～

男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計

l

東 北

北海道

北　 海　 道 7 3 10 n 3 14 10 － 10 3 － 3
2 青　　　　森 4 － 4 3 1 4 6 － 6 － － －

3 秋　　　　田 1 1 2 3 4 7 2 － 2 － － －

4 岩　　　　手 1 － 1 9 3 12 8 1 9 4 － 4
5 山　　　　形 3 1 4 3 3 6 6 － 6 1 － 1
6 宮　　　　城 4 1 5 5 1 6 1 － 1 3 － 3
7 福　　　　島 8 4 12 8 1 9 9 2 11 5 － 5
8

関　東

茨　　　　 城 14 2 16 13 1 14 8 － 8 2 － 2
9 栃　　　 木 9 － 9 1 － 1 1 － 1 － － －

10 群　　　　 馬 16 4 20 8 － 8 6 2 8 3 － 3
亅1 埼　　　 玉 47 5 52 30 4 34 4 － 4 － － －

12 千　　　　 葉 49 14 63 40 4 44 14 2 16 6 － 6
13 東　　　　京 84 14 98 57 17 74 38 7 45 13 － 13
14 神　 奈　 川 50 15 65 37 8 45 19 2 21 9 － 9
15 山　　　　梨 4 － 4 2 － 2 3 1 4 1 － 1
16

中　部

新　　　 潟 9 1 10 10 2 12 7 1 8 3 － 3
17 長　　　　 野 8 5 13 3 － 3 1 － 1 2 － 2
18 富　　　　　山 11 4 15 8 － 8 4 － 4 2 － 2
19 石　　　　 川 5 2 7 9 4 13 8 2 10 1 － 1
20 ，福　　　　井 10 3 13 5 2 7 2 － 2 3 － 3

21 静　　　　 岡 26 1 27 15 3 18 11 － 11 ・3 － 3

22 愛　　　 知 49 12 61 38 6 44 21 － 21 7 － 7
23 岐　　　　 阜 5 3 8 － 1 1 － － － － － －

24 三　　　　 重 14 1 15 10 1 n 1 － 1 1 － 1
25

近　畿

｀滋　　　　 賀 15 6 21 7 1 8 3 － 3 1 － 1
26 京　　　　 都 25 12 37 14 6 20 8 － 8 6 － 6
27 大　　　　 阪 106 37 143 103 20 123 21 4 25 9 － 9
28 兵　　　 庫 67 9 76 34 9 43 22 1 23 10 － 10
29 奈　　　　良 12 5 17 17 2 19 3 － 3 2 － 2
30 和　 歌　 山 10 3 13 7 1 8 7 － 7 3 － ．3

31

中　国

四　国

岡　　　　　山 12 4 16 18 1 19 8 － 8 5 － 5
32 広　　　　島 30 3 33 31 7 38 9 1 10 8 － 8
33 鳥　　　 取 7 2 9 4 5 9 8 1 9 3 － 3
34 島　　　　 根 7 1 8 12 2 14 3 2 5 6 1 7
35 山　　　　 口 43 4 47 27 － 27 17 － 17 3 － 3
36 香　　　　 川 8 4 12 5 － 5 5 － 5 4 － 4
37 徳　　　　 島 8 1 9 2 3 5 5 － 5 4 2 6
38 愛　　　　 媛 44 7 51 16 3 19 6 3 9 2 － 2
39 高　　　　 知 18 10 28 8 2 10 2 － 2 － － －

40

九　州

福　　　　 岡 134 33 167 94 7 101 36 1 37 8 － 8

41 佐　　　　 賀 34 7 41 13 2 15 5 1 6 3 － 3

42 長　　　　 崎 35 15 50 22 2 24 18 － 18 4 － 4

43 熊　　　　 本 50 9 59 40 7 47 21 1 22 4 － 4

44 大　　　　 分 84 19 103 49 6 55 25 2 27 6 1 7

45 宮　　　　 崎 315 67 382 202 23 225 84 8 92 22 2 24

46 鹿　 児　 島 n8 29 147 54 11 65 26 2 28 5 － 5
47 沖　　　　 縄 37 6 43 30 5 35 12 1 13 2 － 2

総合計 1，657 389 2，0461，137 194 1，331 544 48 592 192 6 198

九州地域合計 807 185 992 504 63 567 227 16 243 54 3 57
九州以外地域合計 850 204 1，054 633 131 764 317 32 349 138 3 141
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表5　 世界ベテランズ陸上参加状況

（外国人回答者のみ）　 ▽

参加回数 人数

初　回

2 回目

3 回目

4 回目

5 回目

6 回目

7 回目

8 回目

9 回目

10回目（全回）

196

129

61

39

23

15

12

7

12

11

表6　 宮崎大会への参加動機（全項目回答）

N（1

广卜 十～犬
合計

日本人 外国人

男 女 合計 男 女 合計

1 世界の陸上競技仲間に会うことができるから 1，6771，161 229 1，390 177 110 287

2 年齢別世界記録への挑戦のため 418 301 76 377 29 12 41

3 体力の限界への挑戦として 1，030 688 89 777 158 95 253

4 自分の体力評価のバロメータとして 1，6481，376 201 1，577 47 24 71

5 健康づくりの一環として 1，8531，450 258 1，708 95 50 145

6 日本（宮崎）という国に来てみたかった 886 487 109 596 176 114 290

7 とにかく世界ベテランズ競技選手権に参加したかった 2，8062，310 292 2，602 137 67 204

8 陸上競技が好きなので 1，3711，063 119 1 ，182 124 65 189

9 そ　の　他 341 250 59 309 17 15 32

表7　 年代別宮崎大会への参加動機（全項目回答）

Na二
日 本 人 外 国　人

40～49 50～59 60～69 7卜 40～49 50～59 60～69 70～

男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計

1
世界の陸上競技仲間に会う

ことができるから
546 141 687 398 67 465 169 18 187 47 3 50 40 32 72 43 33 76 54 31 85 40 14 54

2
年齢別世界記録への挑戦の

ため
92 35 127 88 28 n6 76 12 88 45 1 46 5 5 1（〕 3 5 8 11 1 12 9 1 10

3 体力の限界への挑戦として 310 60 370 219 17 236 109 9 n8 49 3 52 40 32 72 42 29 71 48 24 72 27 10 37

4
自分の体力評価のバロメー

タとして
642 n3 755 436 64 500 216 20 236 80 3 83 10 8 18 13 5 18 13 6 19 10 5 15

5 健康づくりの一環として 644 163 807 506 81 587 233 13 246 65 － 65 21 10 31 21 9 30 30 18 48 23 13 36

6
日本（宮崎）という国に来

てみたかった
230 57 287 169 39 208 146 12 158 13 － 13 37 33 70 54 44 98 50 23 73 25 14 39

7
とにかく世界ベテランズ競

技選手権に参加したかった
1，115238 1，353 745 n9 864 349 31 380 99 4 103 35 28 63 37 21 58 50 13 63 15 5 20

8 陸上競技が好きなので 506 78 584 315 31 346 175 7 182 63 3 66 30 22 52 32 22 54 43 13 56 19 8 27

9 その他 137 35 172 68 17 85 39 3 42 6 1 7 1 4 5 7 6 13 4 3 7 5 2 7
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表8　 宮崎大会への参加動機（1 位ランク回答）

翫 匸卜 十二
日本人

男 女 合計

1 世界の陸上競技仲間に会うことができるから 308 64 372

2 年齢別世界記録への挑戦のため 88 19 107

3 体力の限界への挑戦として 182 24 206

4 自分の体力評価のバロメータとして 277 31 308

5 健康づくりの一環として 495 96 591

6 日本（宮崎）という国に来てみたかった 41 14 55

7 とにかく世界ベテランズ競技選手権に参加したかった 1，367 243 1，610

8 陸上競技が好きなので 3n 32 343

9 その他 111 34 145

表9　 宮崎大会への参加動機（2 位ランク回答）

N（λ

琵 六 大 。
日本人

男 女 合計

1 世界の陸上競技仲間に会うことができるから 421 98 519

2 年齢別世界記録への挑戦のため 118 29 147

3 体力の限界への挑戦として 250 25 275

4 自分の体力評価のバロメータとして 604 92 696

5 健康づくりの一環として 484 80 564

6 日本（宮崎）という国に来てみたかった 162 41 203

7 とにかく世界ベテランズ競技選手権に参加・したかった 512 84 596

8 陸上競技が好きなので 386 43 429

9 その他 58 7 65

表10　宮崎大会への参加動機（3 位ランク回答）

N（λ琵 ぅ～犬 上
日本人

男 女 合計

1 世界の陸上競技仲間に会うことができるから 432 67 499

2 年齢別世界記録への挑戦のため 95 28 123

3 体力の限界への挑戦として 256 40 296

4 自分の体力評価のバロメータとして 494 78 572

5 健康づくりの一環として 471 82 553

6 日本（宮崎）という国に来てみたかった 284 54 338

7 とにかく世界ベテランズ競技選手権に参加したかった 431 65 496

8 陸上競技が好きなので 363 44 407

9 その他 81 18 99
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め順位を無視した全回答の回答項目ごとの集計で

あり，もう一つは顛位回答別に集計した．また，

年齡別にも同様の集計を行った．回答項目ごとの

全集計は表6 に，その年齡別を表7 に，日本人の

順位別回答集計を表8 ，9 ，10 に示したレ

外国人ど囗本人とでは参加動機にかなりのちが

いがあるといえよう．回答数の多かつ

めた，第10 回大会までの過去の世 界ベテランズ

選手権大会の開催状況を含めた表であるが，今10

回大会の参加人数が断突に多い． しかも↓　このう

ち日本人 が先 の表1 に示 し たよ うに，　9，702人

（79．7％）と9 回大会の全参加者の2 倍を越えてい

る． このごとは明らかに近年急速に国内ベテラン

ズスポーツ，とくにマラソンを主体とするベテラ

ンズ陸上の隆盛と相俟って，国内で の世界大会の

開催ということで宮崎大会への参加を誘発したと

いえよう．　　　　　．

また，外国人の回答でわずかの差であ るが，回

答項目6 ので囗本人 という国に来てみたかったの

で」が多かったのも， この大会 の日本開催の意義

を高めたといえよう． やや報告主旨より逸脱する

が，この点でも宮崎大会は成功であったといえよ

う．

第2 は，外国人（56．4％）も日本人（33．4％）も

ともに回答項目1 の「世界の陸上競技仲間に会う

ことができるから」 の高率回答である． これは√

世界ベテ ランズ陸上選手権大会が，陸上仲間 に

とって有意性の高い ことを示すとと もに， 表11

に見られるように，大会の回を追 って参加国の増

加していることから， その国際交流 の場 としても

評価の高いことを意味している． ことに表7 の年

表11　世界ベテランズ選手権大会の開催状況

開催年 国　名 都　市　名 参加国数 参加人数

第1 回 1975 カ　　　ナ　　　ダ ト　　ロ　　ン　　ト 27 1，400

第2 回 1977 ス ウ ェ ー デ ン イ　ェ　 デ　ボ　リ 44 2，750

第3 回 1979 ド　　　イ　　　ツ ノ丶　　ノ　 ー　 バ　 ー 42 3，126

第4 回 1981 ニュージーランド クライストチャーチ 44 2，400

第5 回 1983 プ エ ル ト リ コ サ　ン　フ　ア　ン 48 1，935

第6 回 1985 イ　 タ　 リ　 ア ロ　　　　ー　　　　マ 48 4，330

第7 回 1987 オ ースト ラリ ア メ　ル　ボ　ル　ン 52 4，817

第8 回 1989 ア　　メ　　リ　　カ ュ　　ー　　ジ　　ン 57 4，754

第9 回 1991 フ ィ ン ラ ン ド ツ　　　　ル　　　　ク 56 4，802

第10回 1993 日　　　　　　 本 宮　　　　　　　 崎 78 12，168
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代別参加動機の表示に見られるように，この傾向

は加齢とともに強くなっている．

第3 は，外国人 は「体力 の限界への挑戦のため」

（50．0％）， 日本人は「健康づくりの一環として」

（41．0％） と 「自分の体力評価のバロメータとし

て」（37，9％）と，ともに高い回答をしているのは

ベテランズ大会への参加を，表現は異なるが，い

づれも体力や健康の保持増進とその確認の機会と

して，認識している者が多 いということである．

また，表8 ，　9 ，　10に示した日本人の順位別回

答で，1 位ランクの3 番までの回答 は，男性では

項目7 （43．0％），項目5 （15 ．6％），項目8 （9．8％）

で あ り， 女 性 で は 項 目7 （43．6％）， 項 目5

（17．2％）， 項目1 　（11 ．5％） である．（ここでの

（　）内の百分比（％）は，男女それぞれの1 位ラ

ンク有効回答全項目数の合計を母数とした）．同

様に2 位ランクでは，男性は項目4 　（20 ．2％），項

目7 　（17．1％），項目5 　（16 ．2％）の順で，女性は

－15 一

項 目1 （20 ．0％）， 項 目4 （18 ．8％）， 項 目7

（17．1％）である．さらに，3 位 ランク の男性の3

番 ま で の回 答 は， 項 目4 （17．0％）， 項 目5

（！6．2％）， 項 目1 （皿9 ％）， 女 性 は 項 目5

（17．2％），項目4 （16ノ1％），項目1 　（14 ．1％） と，

亅 位ランクの項目7 以外は男女ともに，すべて体

力や健康との関連回答項目を回答して いる．いか

に日本人参加者の多くが体力や健康へ の関わりを

参加動機として強く意識しているか， ここで も明

確に認められる．　　　　　　　　 卜

もう一つ， 日本人の動 機として注 目したい の

は，女性 の方が男性よりも，大会を競 技仲間との

出会いの機会としてより強く意識して いることで

ある．

3．　1．　3　宮崎大会参加のための準 備（広義の

ベテランズ競技参加者の トレーニ ン

グとの取り組み）について

回答結果を表12 ，　13に示した（表中（　）内の

表12　宮崎大会参加者の準備について

N（λ琵 二二 合計
日本人 外国人

男 女 合計 男 女 合計

1 参加のため特別なトレーニングを行った
544

11．7％

319

9．1％

45

7．1％

364

8．8％

110

34．4％

70

38．7％

180

35．9％

2
日常的なトレーニングの実施のみで特別

なトレーニングは行わなかった

3，892

83，8％

3，060

87．1％

547

86．6％

3，607

87．0％

186

58．1％

99

54．7％

285

56．9％

3 その他
210

4．5％

134

3．8％

40

6．3％

174

4．2％

24

7．5％

12

6．6％

36

7．2％

有　効　回　答 4，646 3，513 632 4，145 320 181 501

表13　年代別宮崎大会参加者の準備について

Na二
日 本 人 外 国 人

40～49 50～59 6卜69 70～ 40～49 50～59 60～69 70～

男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計

1
参加のため特別なトレーニ

ングを行った
174 27 201 95 15 110 36 3 39 14 － 14 21 29 50 35 24 59 36 12 48 18 5 23

2

日常的なトレーニングの実

施のみで特別なトレーニン

グは行わなかった

1，420 338 1，758 994 1611，155480 41 521 163 6 169 47 29 76 44 27 71 56 25 81 38 18 56

3 その他 52 23 75 44 15 59 25 2 27 13 － 13 4 1 5 5 7 12 9 4 13 6 － 6
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百分比（％）は，各たての欄の有効回答合計を母

数として計算した）二日本人は87％ の者が，外国

人は56．9％ の者が日常のトレーニング以外特別

トレーニングを行わなかったと回答している．注

目したいのは√日本人は8 ．8％ と少ないが，外国

人は35．9％ の者が何らかの方法で，宮崎大会参加

を意識においたトレーニングを行ったと回答して

いることで弗るレ大会そのものへの取り組み方に

ついて，ここでも先の動機同様，日本人と外国人

の閧で差が見られるといえよう．

すなわち，外国人の方が日本人よりも，積極的

にベテランズ競技大会そのものと取り組んでいる

といってよい．これに対し日本人は，競技会その

ものにどのような取り組みで参加するかというの

ではなく，少なくともi 先の動機回答に断突に多

かったように，ともかく国際大会に参加するとい

う参加することに，その意義を認めているという

ことである．　　　　　ヶ　　卜

とはいえ，ベテランズ競技大会参加者は，ごう

した日本人の参加に加え，外国人も56．9％ と，回

答者の半数以上が日常的なトレーニングのみとい

う，不断着姿での参加と答えている．こめことか

ら本報告では日常的なトレーニングについての分

析を報告とした．　　 土 卜　　　 卜

3．1．　4　日常トレーニングについて

1 ）実施状況

実施状況回答を表14，　15に示した．有効回答の

うち56．1％ が「一人で行っている」と回答してい

表14　日常トレーニングについて

N0，言厂 犬 二 合計
日本人 外国人

男 女 合計 男 女 合計

1 職場の陸上クラブに所属して行っている
155
4．4％

130
4j ％

5
1．0％

135
4．1％

13
8．1％

7
8．1％

20
8．1％

2 地域の陸上クラブに所属して行っている
434
12．3％

332
11．9％

62
12．7％

394
12．0％

27
16．8％

13
15．1％

40
16．2％

3 出身学校のOB 会として行っている
19
0．5％

5
0．2％

1
0．2％

6
0．2％

10
6．2％

3
3．5％

13
5．3％

4 気の合う仲間と一緒に行っている
739
21．0％

585
叱O ％

123
25．2％

708
21．6％

18
11．2％

13
15．1％

31
12．6％

5 家族とともに行っている
197
5．6％

99
3．6％

79

16．2％
178
5．4％

9
5．6％

10

11．6％

19
7．7％

6 一人で行っている
1，977
56．1％

1，635
58．7％

218
44．7％

l ，853
56．6％

84
52．2％

40

46．5％

124
50．2％

有　効　回　答 3，521 2，786 488 3，274 161 86 247

表15　年代別日常トレーニングについて

阨ノ
日　本 人 外 国 人

40～49 50～59 60～69 70～ 40～49 50～59 60～69 70～

男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計

1
職場の陸上クラブに所属し

て行っている
86 3 89 39 2 41 5 － 5 － － － 1 2 3 4 1 5 5 2 7 3 2 5

2
地域の陸上クラブに所属し

て行っている
127 39 166 116 15 131 67 8 75 21 － 21 8 6 14 7 5 12 6 2 8 6 － 6

3
出身学校のOB 会として行

っている
2 1 3 3 － 3 － － － － － － 1 1 2 5 1 6 I 1 2 3 － 3

4
気の合う仲間とー緒に行っ

ている
292 73 365 188 42 230 77 8 85 28 － 28 2 4 6 7 5 12 6 3 9 3 1 4

5 家族とともに行っている 51 48 99 31 22 53 14 8 22 2 1 3 － 1 1 2 4 6 4 2 6 3 3 6

6 一人で行っている 741 134 875 519 65 584 277 14 291 97 5 102 20 12 32 19 9 28 27 9 36 17 10 27
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る．この傾向を年代別に見ると，日本人では40 歳

代（46．4％），　50歳代（56．0％），60歳代（60．9％），

70 歳代（66．2％）と加齢とともに強くなっている

が，外国人で は40 歳 代（55．2％），50 歳 代

（40．5％），60歳代（52．9％），70歳代（52．9％）と，

50 歳代を除きほぼ一定した傾向である．この相違

は取り組んでいる競技種目と関連している．日本

－17 一

人は加齢とともに，競技種目は跳・投といった競

技種目から離れ，走種目，とくに長距離が中心と

なるためといえる．

2 ）実施頻度

回答を表16，　17に示した．「日本人は週3 ～4

日」の実施頻度の43．6％ と最も多く，ついで「ほ

とんど毎日」 が33．8％ である． 外国人はこの逆

表16　日常トレーニング頻度

N（l√匹 ～ ノ 合計
日本人 外国人

男 女 合計 男 女 合計

1 ほとんど毎日行っている
1，335
34．7％

1，044
34．6％

154
28．9％

1，198
33．8％

100
50．5％

37
36．3％

137
45．7％

2 週3 ～4 日行っている
1，665
43．3％

1，330
44．1％

215
40．4％

1，545
43．6％

79
39．9％

41
40．2％

120
40．0％

3 週2 日行っている
457
11．9％

340
11．3％

86
汢2 ％

426
12．0％

14
7．1％

13
12．7％

27
9．0％

4 週1 日行っている
120
3．1％

84
2．8％

26
4．9％

110
3．1％

3
1．5％

7
6．9％

10
3．3％

5 とくに決めてはいないが，月4～5回は行う
272
7．1％

215
7．1％

51
9．6％

266
7．5％

2
1．0％

4
3．9％

6
2．0％

有　効　回　答 3，849 3，013 532 3，545 198 102 300

表17 年代別日常トレーニング頻度

Na二
日　本 人 外 国　人

40～49 50～59 60～69 70～ 40～49 5卜59 60～69 70～

男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計

l ほとんど毎日行っている 484 94 578 318 43 361 174 13 187 66 3 69 26 13 39 30 11 41 26 5 31 17 8 25

2 週3 ～4 日行っている 624 141 765 459 58 517 200 15 215 46 1 47 16 11 27 18 9 27 27 12 39 18 9 27

3 週2 日行っている 173 54 227 107 27 134 43 4 47 21 1 22 8 1 9 － 5 5 5 6 11 4 I 5

4 週1 日行っている 37 13 50 35 10 45 9 3 12 3 － 3 1 3 4 － 3 3 2 1 3 － － －

5
とくに決めてはいないが，

月4～5 回は行う
87 30 117 66 16 82 39 5 44 23 － 23 － 2 2 － － － 1 1 2 1 1 2

表18　1 日のトレーニング時間

阨 二六 大 二 合計
日本人 外国人

男 女 合計 男 女 合計

1 3 時間以上
28

0。7％
23
0。8％

1
0。2％

24
0．7％

2
口 ）％

2
2．0％

4
1．3％

2 2 ～3 時間
287
7．5％

206
6．8％

27
5．1％

233
6，6％

35
17．8％

19
19．0％

54
18．2％

3 1 ～2 時間以内
1，974
51．3％

1，549
51．3％

235
44．3％

1，784
50．3％

134
68．0％

56
56．0％

190
64．0％

4 1 時間以内
1，135

29．5％
918
30．4％

193
36．3％

1，m

31．3％
8

4．1％
16

16．0％
24
8j ％

5 とくに決めてはいない
422
11．0％

322
10．7％

75
14．1％

397
11．2％

18
9．1％

7
7．0％

25
8．4％

有　効　回　答 3，846 3，018 531 3，549 197 100 297

デサント スポーツ科学VOl 。15
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表19　年代別1 日のトレ ーニング時間

N（l二
日　本 人 外 国　人

40～49 50～59 60～69 70～ 40～49 5卜59 60～69 70～

男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計

1 3時間以上 8 1 9 8 － 8 4 － 4 3 － 3 － 1 1 1 － 1 － 1 1 I － 1

2 2～3 時間 77 14 91 71 7 78 41 4 45 17 2 19 ／6 7 13 11 5 16 10 4 14 8 3 11

3 1～2 時間以内 733 142 875 499 75 574 232 17 249 82 1 83 37 17 54 31 18 49 42 14 56 23 7 30

4 1時間以内 439 129 568 299 49 348 140 11 151 40 3 43 － 4 4 3 4 7 3 4 7 2 4 6

5 とくに決めてはいない 149 47 196 105 21 126 51 7 58 17 － 17 4 1 5 3 － 3 5 1 6 6 5 11

で匹前者が40 ．0％，後者が45 ．7％ である．日本人

よりも外国人の方 のトレーニング頻度がやや高い

ということになる． この傾向は年代別にみた場合

も同傾向である．　　　　　　　　　　　　 ：－　‥

3 ）1 日のトレーニング時間

1 日のト レーニ ング時間 についての回答を表

18，　19 に示した．日本人は回答項目3 の「1 ～2

時間以内」 が50 ．3％， 項目4 の 「1 時間以内工

31．3％ が多かったが，外国人では64．0％ と，項目

3 の丁1 ～2 時間以内」が断突に多く，ついで項

目2 の「2 ～3 時間」の18．2％ であったレこれは

日本人の項目2 の回答（6．5％）の3 倍近い率であ

る．ここでもトレーニングに取り組んでいる競技

種目によって，日本人と外国人の違いをうかがう

ことができるといえよう．このことは，加齢にと

もなう1 囗のトレーニング時間の実施率が，ほと

表20　主なトレーニング場所

阨二 大 ＿＿合計
日本人 外国人

男 女 合計 男 女 合計

1 公共スポーツ施設で 1，261 934 173 1，107 110 44 154

2 公園などの空き地で 1，160 921 136 1，057 74 29 103

3 道路を主体に行っている 2，734 2，245 363 2，608 92 34 126

4 学校の校庭やグランドで 875 698 123 821 32 22 54

5 職場スポーツ施設で 294 264 12 276 10 8 18

6 商業スポーツ施設で 248 175 40 215 22 11 33

7 その他 154 72 22 94 36 24 60

表21　年代別主なトレーニング場所

恥／
日　本 人 外 国　人

40～49 50～59 60～69 70～ 40～49 5卜59 60～69 70～

男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計

1 公共スポーツ施設で 425 102 527 289 55 344 166 15 181 53 1 54 31 14 45 27 13 40 33 10 43 18 7 25

2 公園などの空き地で 422 78 500 315 42 357 128 13 141 56 3 59 17 7 24 18 6 24 24 9 33 15 7 22

3 道路を主体に行っている 1，115 2361，351 734 102 836 305 22 327 88 2 90 23 U 34 28 9 37 27 6 33 14 8 22

4 学校の校庭やグランドで 298 80 378 211 35 246 135 10 145 54 － 54 7 9 16 8 7 15 10 4 14 7 2 9

5 職場スポーツ施設で 146 9 155 102 2 104 14 1 15 2 － 2 4 2 6 3 1 4 － 3 3 3 2 5

6 商業スポーツ施設で 96 27 123 59 12 71 19 1 20 1 － 1 10 3 13 2 3 5 6 4 10 4 l 5

7 その他 6 9 15 7 5 12 4 2 6 － － － 7 6 13 10 8 18 11 5 16 8 5 13
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んど変化のないことからも実証されよう．

4）トレーニング場所

複数回答の全回答を回答項目別に集計し，表

20，　21に示した に こでの百分比（％）は日本人，

外国人ともに男女別にそれぞれたてラインの回答

数の合計を母数として算出した）．日本人は回答

項目3 の「道路を主体に」（42．2％）が断突に多く，

ついで項目1 の「公共スポーツ施設で」と項目2

の「公園などの空き地で」 が17％ 代で続いてい

る．外国人では項目1 が28 ．1％ と最も多く，つい

で項目3 の23．0％，項目4 の18 ．8％ となってい

－19 －

る．この日本人と外国人の違いは，先のトレーニ

ング時間に見られた違いと同様，取り組んでいる

競技種目の相違によるものと考えられる．

すなわち，日本人参加者の多くは，道路でもそ

のトレーニング目的を達成することのできるクロ

スカントリーやマラソン，また競歩などの種目と

取り組んでおり，外国人は跳・投といった競技種

目と取り組んでいるものが多いゆえといえよう．

5）日常のトレーニング実施に当たってのとく

に希望したいこと

複数回答の全回答を，回答項目別に集計し表22

表22　日常トレーニング実施での要望（全項目回答）

阨匹 ＞二 △合計
日本人 外国人

男 女 合計 男 女 合計

1 自由に利用し得るトレーニング施設 3，026 2，401 4n 2，812 145 69 214

2 トレーニングについての指導者を 2，265 1，815 357 2，172 54 39 93

3
気軽に種々の相談のできるスポーツ専門

医師を
2，511 2，096 384 2，480 19 12 31

4
国外・国内のベテランズ陸上についての

情報を
942 821 64 885 42 15 57

5 その他 202 155 25 180 16 6 22

表23　日常トレーニング実施での要望（1 位ランク回答）

Na 二 卜 二 二 ＿＿＿
日本人

男 女 合計

1 自由に利用し得るトレーニング施設 1，610 243 1，853

2 トレーニングについての指導者を 413 103 516

3 気軽に種々の相談のできるスポーツ専門医師を 599 120 719

4 国外・国内のベテランズ陸上についての情報を 159 9 168

5 その他 85 16 101

表24　日常トレーニング実施での要望（2 位ランク回答）

N0．匹 辷二 ～ 二
日本人

男 女 合計

1 自由に利用し得るトレーニング施設 500 95 595

2 トレーニングについての指導者を 816 160 976

3 気軽に種々の相談のできるスポーツ専門医師を 847 144 991

4 国外・国内のベテランズ陸上についての情報を 241 13 254

5 その他 20 2 22
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表25　日常トレーニング実施での要望（3 位ランク回答）

N（λに こつ～ ～＿
日本人

男 女 合計

1 自由に利用し得るトレーニング施設 291 73 364

2 トレ ーニングについての指導者を 586 94 680

3 気軽に種々の相談のできるスポーツ専門医師を 650 120 770

4 国外・国内のベテランズ陸上についての情報を 421 42 463

5 その他 50 7 57

に，また，複数回答順位 ランクの明記された日本

人の回答についてはランクごとに集計し，表23 ，

24，　25に示した に こでの百分比（％）は外国人，

日本人それぞれの全項目回答合計を母数として算

出した）．　　　　　　　　　　　　　　　　 二

前項目集計 では， 外国人 の回答 は回答項目1

（51．3％），項目2 （22．3％），項目4 （13 ．7％）の順

で あ り， 日 本 人 は 項 目1 　（33．0％）， 項 目3

（29．1％），項目2 （26 ．6％）の順である．日本人の

回答をランク別 に見ると， ランク｜位で最も多い

のは回答項目 」の 厂自由に利用し得るトレーニン

グ施設」（55 ．2％）で，この回答 は外国人の回答を

やや上回 る率である． すなわち，日本人も外国人

もベテランズ競技会参加回答者のうち，半数以上

が自由に利用し得るトレーニング施設を切望して

いるということであるに のことは， アンケート

回答者以外の大会参加者の，大多数の人々につい

て，もいえ ることであろう．

つぎに日本人のランクづけ回答で注目したいこ

とは， ランクの2 位，3 位でともに最上位数の回

答が回答項目3 の「気軽に種々の相談のできるス

ポーツ専門医師を」となってい ることである／こ

の回答傾向は，ベテランズスポーツの隆盛ととも

に， ベテランズスポーツマンにとって，気軽にい

ろいろと身体のことやスポーツについて相談でき

るスポーツ専門医の存在の必要を示唆するものと

して，心して受けとめたい．

6 ）継続的に陸上競技トレーニングを行う要因

について　　　　　　　　　　　　　　　 ＼

複数回答の全回答を，回答項 目別に集計し表26

に，また日本人の順位 ランク別回答集計を表27 ，

2a 　29に示 した（ここでの百分比（％）は外国人，

日本人それぞれの全項目回答合計を母数として算

出した）．回答数の最も多かったのは，外国人では

回答項 目i の「競技記録 へのチ ャレ ンジ精神」

（40 ．6％）であり，日本人では回答項目2 の「自分

表26　陸上競技トレーニングを継続的に実施する理由（全項目回答）

施二 卜 二 合計
日本人 外国人

男 女 合計 男 女 合計

1 競技記録へのチャレンジ精神 2，409 1 ，918 276 2，194 145 70 215

2
自分自身の健康の保持増進を含め，続け

たいという意欲
3，557 2，861 493 3，354 138 65 203

3
自分自身の時間的および経済的ゆとりの

消化として
1，245 1，061 142 1，203 34 8 42

4 競技仲間の協力と励ましがあるので 1，662 1，330 296 1，626 23 13 36

5 職場の理解と支援があるので 223 189 22 2n 10 2 12

6 その他 418 336 60 396 12 10 22
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表27　陸上競技トレーニングを継続的に実施する理由（1 位ランク回答）

N（λ二千二～二〇二
日本人

男 女 合計

1 競技記録へのチャレンジ精神 467 ’64 531

2 自分自身の健康の保持増進を含め，続けたいという意欲 2，266 407 2，673

3 自分自身の時間的および経済的ゆとりの消化として 38 3 41

4 競技仲間の協力 と励ましがあるので 63 31 94

5 職場の理解と支援があるので 9 － 9

6 その他 86 12 98

表28　陸上競技トレーニングを継続的に実施する理由（2 位ランク回答）

臨匹 一 二 二 日本人

男 女 合計

1 競技記録へのチャレンジ精神 861 108 969

2 自分自身の健康の保持増進を含め，続けたいという意欲 510 66 576

3 自分自身の時間的および経済的ゆとりの消化として 504 73 577

4 競技仲間の協力と励ましがあるので 595 144 739

5 職場の理解と支援があるので 52 6 58

6 その他 91 29 120

表29　陸上競技トレーニングを継続的に実施する理由气3 位ランク回答）

N（1二 卜 二二○
日本人

男 女 合計

1 競技記録へのチャレンジ精神 590 104 694

2 自分自身の健康の保持増進を含め，続けたいという意欲 85 20 105

3 自分自身の時間的および経済的ゆとりの消化として 519 66 585

4 競技仲間の協力と励ましがあるので 672 121 793

5 職場の理解と支援があるので 128 16 144

6 その他 147 19 166

自身の健康の保持増進を含め，続けたいという意

欲」（37．3％）であった．日本人 にこの要因の多い

ことは表27 のラ ンク別表からさらに裏づけられ

る．ランク1 位の最上位として77 ．6％ の高率で答

えている．外国人 も要因として回答項目2 をあげ

た人 は決して少なくない．むしろ全体としては，

日本人をやや越える38 ．3％ が回答している．この

ことは，健康の保持増進を軸に，陸上競技の持続

を心がける人々が，ベテランズ競技に多く結集し

デサントスポーツ科学Vol ．　15
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ていることを実証するものといえよう．日本人 の

ランク2 位のトップは「競技記録への チャレ ンジ

精神」（28．1％）で，3 位のトップは「競技仲間 の

協力 と励ましがあるので」（23 ．0％）である．

この設問の回答でもう一つ注目したい点 は，回

答項目3 の丁自分自身 の時間的および経済的ゆと

りの消化として」 の日本人の回答が13 ．4％（外国

人 は7 ．9％）あったことである．回答項目1 の高率

の回答とともに， この結果は高齢化社会への対応
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表30　現在の健康状態

Naレ ヘ ノ 合計
日本人 外国人

男 女 合計 男 女 合計

1 まったく異常なく，すこぶる健康である
2，209

49．0％

1，636

48．2％

271

44．8％

1，907

47．7％

199

60j ％
103
57．9％

302
59．4％

2
やや老いを感ずることはあるが，健康で

ある

1，426

31．6％

1，094

32．2％
196

32．4％

1，290

32．2％

97

29．4％

39

21．9％

136

26．8％

3
あまり健康とはいえないが，特別な疾病

や身体の異常状態はない

319

7．1％

1　240

7．1％

62

10．2％

302

7．5％

10

3．0％
7

3．9％
17
3．3％

4
やや血圧が高いといわれるが，そのこと

が特別な支障とはなっていない

307

6．8％

254

7．5％

24

4．0％
278
6．9％

14

4．2％
15
8．4％

29
5．7％

5 その他
248
5．5％

172

5．1％

52

8．6％

224

5．6％

10

3．0％

14

7．9％

24

4．7％

有　効　回　答 4，509 3，396 605 4，001 330 178 508

表31　年代別現在の健康状態

池二
日　本 人 外 国　人

40～49 50～59 60～69 70～ 40～49 5ひ～59 60～69 70～

男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計

1
まったく異常なく，すこぶ

る健康である　．
929 1981，127472 60 532 185 11 196 48 1 49 51 37 88 52 35 87 59 18 77 36 13 49

2
やや老いを感ずることはあ

るが，健康である
334 87 421 421 82 503 247 25 272 100 2 102 12 11 23 20 12 32 32 11 43 15 5 20

3

あまり健康とはいえない

が，特別な疾病や身体の異

常状態はない

154 45 199 60 15 75 20 2 22 6 － 6 1 3 4 4 3 7 3 1 4 2 － 2

4

やや血圧が高いといわれる

が，そのことが特別な支障

とはなっていない

96 11 107 105 7 n2 40 4 44 13 2 15 5 4 9 5 4 9 2 4 6 2 3 5

5 その他 99 39 138 47 10 57 19 2 21 7 1 8 1 4 5 4 2 6 3 7 10 2 1 3

として陸上競技のみならず，ベテランズスポーツ

の果たす役割を示唆するものといえよう．　 ‥

3．　1．　5　健康状態と日常的な健康管理につい

て

1）現在の健康状態について

回答を表30，　31に示した．さすが√ベテランズ

競技会への参加者である．日本人は約50 ％ 外国

人は60％が「まったく異常なく，すこぶる健康で

ある」と回答している．　　　　　　　卜 ／

しかし，これを年代別で見ると，外国人では加

齢が進んでもほぼ同様の高い率での回答が認めら

れるが，日本人では加齢にともない「40 歳代－

56．6％，　50歳代一紅9 ％，60歳代－35．3％，70歳代

以上－　212％」と逓減する．注目したいのは，逓減

分だけ回答項目2 の 厂やや老いを感ずることはあ

るが健康 懲ある」 の回答が√40 歳代－21．1％，50

歳代－38．9％，60 歳代一雄O ％，70 歳代－56．7％」

と漸増していることである．

2 ）健康管理のための定期的健康診断の受診

回答結果を表32 ，　33に示した．定期的に健康診

断を 厂受けている」との回答 は日本人 が74 ．3％，

外国人が47 ．1％ と， 日本人 が27 ．1％ も高い率を

示している．しかし， このことは決して外国人が

自身 の健康管理として健康診断を重視していない

ということではない．回答項目2 の「定期的では

ないが時々受ける」を加えると78亅％ と高い受診

率となる．しかし，厂まったく受 けていない」の回

答 が日 本人6 ．8％，外国人22 ．3％ と， 日本人 が
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表32　定期的健康診断の受診について

－

23 －

阨

琵 ～犬 二
合計

日本人 外国人

男 女 合計 男 女 合計

1 受けている
3，301

71．3％

2，677

76．4％

394

62．4％

3，071

74．3％

144

45、6％

86

47、8％

230

46．4％

2 定期的ではないが，時々受けている
935

20．2％

609

17．4％

169

26．8％

778

18．8％

103

32．6％

54

30．0％

157

31．7％

3 まったく受けていない
394

8．5％

217

6．2％

68

10．8％

285

6．9％

69

21．8％

40

22．2％

109

22．0％

有　効　回　答 4，630 3，503 631 4，134 316 180 496

表33　年代別定期的健康診断の受診について

阮／
口　本 人 外 国　人

40～49 50～59 GO～69 70～ 40～49 50～59 印～69 ？0～

男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計

1 受けている 1，m 2401，558 916 122 1，038 343 28 371 99 3 102 24 22 46 42 24 66 52 24 76 26 16 42

2
定期的ではないが，時々受

けている ，
232 99 331 162 56 218 150 12 162 65 2 67 27 20 47 20 20 40 31 9 40 24 5 29

3 まったく受けていない 94 49 143 52 11 63 47 7 54 22 1 23 20 16 36 23 14 37 18 8 26 8 2 10

15．5％ も低いことは，ベテランズスポーツとは別

に，日本人の生活における健康管理としての健康

診断が定期的，また随時を問わず定着しているこ

とを示すものといえよう．

卜
なお，定期的な健康診断を受けられなかった理

由としてけ日本人も外国人もともに50％ 以上が

「健康についてとくに不安がなく，受ける必要を

感じなかったから」と答えているのは，いかにも

ベテランズ陸上への参加者らしい自身といえよ

う．

3）定期的健康診断の受け方と受診場所につい

て

回答結果を表34 　35に示した．表示にみられる

ように，受け方は日本人と外国人とではかなりの

違いがある．日本人は男性（81．3％） と女 性

（60．3％）で約20％ と差はあるが，定期的健診受

診回答者の78．6％ が 匚勤め先の定期的健康診断

で」受診しているのに対し， 外国 人は男性

表34　定期的健康診断の受け方

阨ン 犬 ～匸 合計
日本人 外国人

男 女 合計 男 女 合計

1 勤め先の定期的健康診断で
2，335

73．3％

2，093

81．3％

228

60．3％

2，321

78．6％

8

5．6％

6

6．8％

14

6．1％

2 地域の住民定期健康診断で
325

10．2％

221

8．6％

72

19、o％

293

9．9％

20

14．0％

12

13．6％

32

13．9％

3
自分で定期的に日を定めて健康診断を受

けている

443

13．9％

225

8．7％

61

16．1％

286

9．7％

99

69．2％

58

65．9％

157

68．0％

4 その他
81

2．5％

36

L4 ％

17

4．5％

53

L8 ％

16

11．2％

12

13．6％

28

12．1％

有　効　回　答 3，184 2，575 378 2，953 143 88 231
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表35　定期的健康診断受診施設

Na⊇二卜 二 上 合計
日本人 外国人

男 女 合計 男 女 合計

1 勤め先の健康管理担当施設で
1，200

38．7％

1，065

42．3％

121

33．6％

1，186

41．2％

10

7．4％

4

4．7％

14

6．3％

2
勤め先への巡回健康管理車等の職場への

移動施設で

768

24．8％

702

27．9％

61

16．9％

763

26．5％

3

2．2％

2

2．3％

5

2．3％

3
地域の保健センター，保健所または診療

所などで

533

17．2％

405

16．1％

83

23．1％

488

16．9％

25

18．4％

20

23．3％

45

20．3％

4 かかりつけの医師の病院または医院で
489

15．8％

293

11．6％

74

20．6％

367

12．7％

74

54．4％

48

55．8％

122

55．0％

5 その他
112

3．6％

55

2．2％

21

5．8％

76

2．6％

24

17．6％

12

14．0％

36

16．2％

有　効　回　 答 3，102 2，520 360 2，880 136 86 222

（69 ．2％），女性（65．9％）ともに回答者の3 分の2

以上が「自分で定期的に日を定めて健康診断を受

けている」と回答している，この違いは明らかに

国々の制度の違い に起因す るといえよ う．し か

し，受診の受け方として吟味した場合，職場を中

心とする受診 と，積極的に自分で日時を設定して

の受診とでは，健康診断への取り組みに相違があ

るように思われる．すなわち，このことは表35 の

受診場所の回答によっても裏付けられよう．

日本人は63 ．4％ が動め先の健康管理施設か，ま

たはそれに準ずる施設で受診しているが（回答項

目1 ，　2），外国人受診者は，　50％ 以上の率で健康

診断のためのかかりつけの医師や診断機関での受

診を回答している（回答項目4 ，3）．このことは，

それだけ定期的健康診断への積極性を表示してい

るといえよう．

表36　食生活重視事項

No．匸卜 ～二 合計
日本人 外国人

男 女 合計 男 女 合計

1 とくに意識せず 何でも食べる
2，980

20．6％

2，425

21．2％

360

19．0％

2，785

21．0％

139

18．9％

56

13．3％

195

16．9％

2 野菜中心の食生活をしている
1，497

10．2％

1，197

10．5％

204

10．8％

1，401

10．5％

61

8．3％

35

8．3％

96

8．3％

3
動物性タンパク質（魚類や肉類）が少なく

ならないように注意している

1，161

8．0％

967

8．5％

136

7．2％

1，103

8．3％

40

5．4％

18

4．3％

58

5．0％

4
タンパク質の摂取は植物性タンパク質

（豆類や豆加工食品）を主体としている

1，445

10．0％

1，075

9．4％

217

11．5％

1，292

9．7％

93

12．6％

60

14．3％

153

13．2％

5 牛乳や乳製品をとるように配慮している
2，512

17．4％

1，971

17．3％

414

21．9％

2，385

17．9％

77

10．5％

50

11．9％

127

11．0％

6
糖分や塩分をとりすぎないようにしてい

る

1，974

13．7％

1，595

14．0％

182

9．6％

1，777

13，4％

128

17．4％

69

丘4 ％

197

17．0％

7
できるだけ3 度の食事を食事時間を守つ

てとるようにしている

2，555

17．7％

1，966

17．2％

331

17．5％

2，297

17．3％

155

21．1％

103

24．5％

258

22．3％

8 その他
323

2．2％

202

1．8％

48

2．5％

250

1．9％

43

5．8％

30

7．1％

73

6．3％

回　答　者　数 14，447 11，398 1，892 13，290 736 421 1，157
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健康管理に関連して，現在までの競技生活にお

けるヶがや病気についての設問も行 ったが， この

回答を各人の記載回答としたことから，分析集計

の時間関係でここでは省略することにした．

4 ）食生活について

複数回答の全回答を回答項目別に集計し，表36

に示した．回答数の多かった順に回答項目をなら

べると，日本人で は回答項目1 （2LO ％），項目5

（17．9％），項目7 （17．3％），項目2 　（10．8％）の順

であり，外国人で は回答項目7 （22．3％），項目6

（17 ．0％），項目1 　（16 ．9％），項目4 （13 ．2％）の順

である（ここでの百分比（％） は，全回答項目回

答を日本人，外国人のおのおのについての合計回

答数を母数とした）． 日本人と外国人の最 も明瞭

な相違は，日本人 は回答項目1 の「とくに意識せ

ず，何で も食べる」が最も多 かったの1こ対し，外

国人は回答項目7 の「できるだけ3 度の食事を食

事時間を守ってとるようにしている」である．こ

－25 －

の相違 は健康面からだけで はなく，食 生活につい

ての生活習慣によるところが大きいよ うに思 われ

る．

日本人の順位ランク別回答結果では， ランク1

位回答項目のうち，最も多 かったのは当然のこと

ながら，全項目集計1 位の回答項目と 同様項目の

「とくに意識せず何で も食べる」53 ．7％ であった．

このことは，日本人が健康な食生活としていかに

偏食のない食生活を習慣づけられてい るかがうか

がえる．　　　　　　　　　　　　　　　　　 卜

またランク2 位， ランク3 位でのト ップは，と

もに回答項目5 の「牛乳や乳製品をと るように配

慮している」であり，近年 の日本人の食生活への

留 意点として強調されている，牛乳や乳製品の摂

取について， スポーツの実施とともに ベテランズ

競技参加者の健康への取り組みとして，強く意識

されていることがうかがえる．

5 ）飲酒（アルコール飲料）と喫煙 について

表37　飲酒について

阨ン 犬 二〇 合計
日本人 外国人

男 女 合計 男 女 合計

1 まったく飲めない
839

18．1％

413

11．8％

215

34．5％

628

15．2％

126

39．1％

85

47．0％

2n

41．9％

2 飲む
3，796

81、9％

3，096

88．2％

408

65．5％

3，504

84．8％

196

60．9％

96

53、o％

292

58．1％

有　効　回　答 4，635 3，509 623 4，132 322 181 5｛〕3

表38　 飲゙ 酒頻度

NO。琵 っ二 〇 合計
日本人 外国人

男 女 合計 男 女 合計

1 晩酌として毎日飲む
2，143

56．5％

1，975

63．9％

115

28．3％

2，090

59．7％

43

21．9％

10

10，4％

53

18．2％

2 週2 ～3 回飲む
772

20．4％

603

19．5％

105

25．9％

708

20．2％

45

23．0％

19

19．8％

64

21．9％

3 週1 回は飲む
402

10．6％

239

7．7％

65

16．0％

304

8．7％

60

30．6％

．38

39．6％

98

33．6％

4 その他
473

12．5％

275

8．9％

121

29．8％

396

11．3％

48

24．5％

29

30．2％

77

26．4％

有　効　回　答 3，790 3，092 406 3，498 196 96 292
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表39　喫煙について

N0．二 ヶ犬 匸 合計
日本人 外国人

男 女 合計 男 女 合計

1 まったく喫煙しない
3，895

87．5％

2，797

84．2％

607

96．8％

3，404

86．2％

316

97．5％

175

97．2％

491

97．4％

2 喫煙する
557

12．5％

524

15．8％

20

3．2％

544

13．8％

8

2．5％

5

2．8％

13

2．6％

有　効　回　答 4，452 3，321 627 3，948 324 180 504

回答結果を，飲酒は表37 に，喫煙は表39 に示

した．飲酒について日本人は84．8％ が，外国人は

58．1％ が飲むと回答している．飲酒頻度を表38

に示した（ここでの百分比（％）は，飲酒頻度に

ついての回答の合計数を母数として算出した廴

日本人では 厂晩酌として毎日飲む」との回答が

59．7％　（男性63．9％，女性28 ．3％）と，飲酒者の

60％ 近くが晩酌常習者である．外国人では晩酌常

習者は18．2％ と（男性2L9 ％，女性 徂4 ％）飲酒

回答者の4 分の↓以下である．外国人の飲酒の頻

度で最も高かったのは「週に1 回は飲む」33．6％

（男性30 ．6％， 女性39 ．6％）であった， 喫煙は

「まったく喫煙しない」が日本人は86．8％，外国人

は97．4％ であり，ともに高い率の嫌煙回答である

が，日本人より11 ％ も高いほとんど回答者全員

といえる，外国人のスポーツマンの禁喫煙ぶりを

改めて認識させられる．

6）生活時間と睡眠時間について

回答結果を，生活時間を表40 に，睡眠時間を表

41 に示した．表40 にみられるように， 生活時間

については「できるだけ生活時間を守るようにし

ている」との回答が日本人で73 ．8％，外国人で

表40　生活時間について

阨

琵 言六大
合計

日本人 外国人

男 女 合計 男 女 合計

1
できるだけ生活時間を守るようにしてい

る

3，416

75．1％

2，538

73．6％

454

74．8％

2，992

73．8％

269

85．1％

155

87．1％

424

85．8％

2 とくに留意していない
1，134

24．9％

911

26．4％

153

25．2％

1，064

26．2％

47

14．9％

23

12．9％

70

14．2％

有　効　回　答 4，550 3，449 607 4，056 316 178 494

表41　睡眠時間について

臨ン ニ十 二 合計
日本人 外国人

男 女 合計 男 女 合計

1 睡眠時間を十分とるようにしている
2，651

62．0％

1、975

60．8％

328

56．3％

2，303

60．1％

218

77．6％

130

80．2％

348

78．6％

2 毎日午睡をとるようにしている
74

1．7％

57

L8 ％

5

0．9％

62

1．6％

7

2．5％

5

3．1％

12

2．7％

3 とくに留意していないが，良く眠れる
1，504

35．2％

1，190

36．6％

242

41．5％

1 ，432

37．4％

47

16．7％

25

15．4％

72

16．3％

4
良く眠れるよう寝室や寝具に配慮してい

る

46

1．1％

27

0．8％

8

1．4％

35

0．9％

9

3．2％

2

1．2％

11

2．5％

有　効　回　答 4，275 3，249 583 3，832 281 162 443
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表42 国別，年齢層別測定対象者数（男性）

－27 －
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85．8％ と高率であった．また，睡眠時間では「睡

眠時間を＋分とるようにしている」との睡眠につ

いての留意回答が日本人60 ．1％，外国人78．6％ の

高い回答率で，健康管理における生活時間の規律

や，十分な睡眠の重視が明瞭にうかがわれる．し

かし，そのための寝室や寝具への配慮はほとんど

されていないのも注目される．このことは，それ

だけベテランズ大会参加者は生活時間を守り，健

康な睡眠のできる健康状態にあるということであ

ろう．

3，2　医学的検査と体力測定について

3．2．　1　測定参加者

31 力国から男性279 名，女性129 名の選手が測

定に参加した．測定参加者数を国別，年代別に，

それぞれ男性と女性について表42 および表43 に

示した．国別に見ると，男性では日本・オースト

ラリア・インド・英国の順に多く，また女｜生では

デサントスポーツ科学Vol．　15

オーストラリア・インド・日本・ロシア・英国・

ニュージーランドの順であった．年代別に見る

と，男性が40 歳～86 歳の広い範囲で参加者が

あったのに比べ，女性では最高齢の測定者が71

歳であり，高い年代の参加者が少なかった．

表44 には，参加者の専門種目を年代別に示し

た．複数の競技に参加する者には，この大会で最

も重視している競技種目を答えさせ，それを専門

橙目とした．男性女性ともに，マラソンを含む長

距離種目を専門とする者が最も多く，続いて短距

離種目を専門とする者が多かった．

3．2．　2　検査・測定の結果とその考察

D 結果の表示　　　　 ノ

検査と測定のうち，安静時心電図検査は，とく

に異常を認める者がいなかったので，この報告か

ら除外した．血圧を含め体力測定の測定値は，ベ

テランズ競技における年代分けと同様に，5 歳き
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表43　国別，年齢層別測定対象者数（女性）
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種目別，年齢層別測定対象者数表44
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表45　各測定結果の年齢層別 まとめ　一平均値，標準偏差，最大値，最小値－（男性）

（cm）　　　 柔軟性（立位体前屈）

Group Age mean S．D． Ma χ Min

40～44

45～49
50～54

55～59
60～64

65～69
70～74

75～79

80十

42．3

46．5
51．3

56．7
61．6

66．7

7L9
76．5

82．5

173．0
173．3

172．3
170．4
170．2

167．8

169．3
162．3

166．1

7．5
7．3
7．3

7．0

8．0
7．2

10．0
8．5

7．4

191．6
185．0

185．0
184．3

191．2

180．4
187．8

178．0
173．5

141．6

156．6
156、0
157．5

155．8

154．7
154．0

150．0

156．4

体重 （kg ）

Group Age mean S．D。 Ma χ Min

40～44

45～49
50～54

55～59
60～64

65～69
70～74

75～79
80十

42．3

46．5
51．3

56．7
61．6

66．7
71．9

76．5
82．5

71．3

70．9

69．0
66．4

66．4
65．7

67．7
56．3

60．7

13
．7
n ．8

9
．4
n ．8

13．2
10．2

12．6
10．1

10．6

110．1
114．0

90．5
103．8

105．5
93．2

95．0
82．5

78．8

41．4

53．7
49．6

46．5
41．0
49．0

49．1

48．2
46．9

BMI 指数

Group Age mean S．D． Max Min

40～44

45～49
50～54

55～59
60～64

65～69
70～74

75～79
80十

42．3
46．5
51．3

56．7
61．6

66．7
71．9

76．5
82．5

23．7
23．6

23．2
22．7

22．8
23．3
23．5

21．3
21．8

3．7
3．1

2．5
2．8

3．2
2．6

2．4
2．6
2．3

35j
33．9
28．1
31．9

33．5

3L6
28．4
26．9

26．2

16．6
20．0
18．1

18．1
15．9

19．0
20、1

18．4
18．8

収縮期血圧 （mmHg ）

Group Age mean ，　S．D． Max Min

40～44

45～49
50～54
55～59

60～64

65～69
70～74
75～79

80十

42．3

46．5
51．3
56．7

61．6

66．7

7L9
76．5
82．5

133．1
126．9
128．3

127．9
131．9

133．7
141．4

133．3
141．3

15．6
15．5
17．0

14．2
18．9

18．1

24．7
21．8
13．7

171

159
170
166

178
186

190

169
164

103

99
97
104

97

101
97

103
126

拡張期血圧 （mmHg ）

Group Age mean S．D． Max Min

40～44
45～49

50～54
55～59

60～64
65～69

70～74
75～79

80十

42．3
46．5

51．3
56．7

61．6
66．7

71．9
76．5

82．5

75．4

72．2
73．6

73．9
72．4
73．3

77．4
67．9

76．8

9．5
8．8

11．6
8．6

10．6

10．1
12．4
7．0

5．9

107
93

103
91

95
98

105
79
87

58
56

55
60

53
55

60
57

71

（cm ）

Group Age mean S．D． Max Min

40～44
45～49

50～54
55～59
60～64

65～69

70～74
75～79

80＋

42．3
46．5

51．3
56．7

61．6
66．7

71．9

76．5
82．5

5．6
3．0

1．7
4．2
3．3

－0．4

－2．9

4．1
1．6

9．2

8．2
9．6
10．3

10．0
8．4

8．7

10．8
6．9

19．0
18．7

19．5
18．8
22．0

13．4
17．5

16．4

14．1

－17．4
－13．2

－23．0
－17．3

18．5
―　17．3
－16．0

－15．5

－7．9

握力 （kg ）

Group Age mean S．D． Max Min

40～44

45～49

50～54
55～59

60～64
65～69

70～74
75～79

80＋

42．3
46．5

51．3
56．7

61．6
66．7

71．9
76．5

82．5

46．3
44．9

44．4
44．1

41．6
39．0

36．8
35．2

35．2

8．3
7．3

6．6
7，8

6．6

7．6
9．1

5．7
7．9

64．5

61．0
59．0

64．5
53．3

58．8

59．3
46．3
46．8

21．3

22．5
33．5

32．8

25．0
23．0

22．3
28．8

21．3

膝伸展筋力 （Nm ／kg）

Group Age mean S．D． Max Min

40～44
45～49

50～54
55～59

60～64
65～69

70～74
75～79
80十

42．3

46．5
51．3
56．7

61．6
66．7

71．9
76．5
82．5

2．2

2．1
2．1
1．9

1．9
1．7

1．3
1．7
1．4

O。3

0．3
0．3

0．4
0．3

0．3
0．3
0．4
0．2

3．2

2．8
2．8

2．7
2．4

2．4
2．3

2．3
2．8

1．5
1．5
1，1

1．1
1．1

1．2
1．2

1．0
1．2

膝屈曲筋力 （Nm ／kg）

Group Age mean S．D． Max Min

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～69

70～74

75～79

80十

42．3

46．5

51．3

56．7

61．6

66．7

71．9

76．5

82．5

1．4

1．3

1．3

1．3

1．3

1．2

1．1

1．2

1．0

0．2

0．2

0．2

0．2

0，3

0．2

0．3

0．31

0．2

1．9

1．7

1．8

1．7

1．9

1．5

L6

1．5

1．4

0．9

0．9

0．9

0 ．8

0．8

0 ．8

0．7

0 ．8

0．9

最大酸素摂取量 （m ／^rain／kg）

Group Age・ mean S．D． Max Min

40～44
45～49

50～54

55～59
60～64
65～69

70～74
75～79

80十

42．3
46，5

51．3

56．7
61．6
66．7

71．9
76．5

82．5

50．8
48．6

53．0

46．4
45．8

45．3
41．3
45．5

36．8

14．9

9，9
13．4

11．8
12．1

10．8
9．2

10．1
9．2

84．0
68．3
77．8

66．2

81．0
72．4
59．7

60．1
52．7

18．9
27．4
21．5

23．3

21．9
25．5

20．9
30．9
22．8

デ サント スポーツ科 学VO 囗5
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身長

表46　各測定結果の年齢層別まとめ　一平均値，標準偏差，最大値，最小値・・－（女性）

（cm）　　　 柔軟性（立位体前屈）

Group Age mean S．D． Max Min

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65十

37．4

42．0

47．1

51．6

56．6

61．4

67．3

160．7

161．4

160．8

162．5

162．0

156．7

160．8

4．8

、4．0

5．9

6，1

5．8

7．3

5．2

171．1

169j

176．3

181．9

173．0

167．0

170．5

153．4

152．9

149．7

155．0

152．0

147．2

153．1

体重 （kg ）

Group Age nlean S．D． Max Min

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65十

37．4

42．0

47j

51．6

56．6

61．4

67，3

54．8

59．4

57．3

59．5

57．2

56．5

55．3

5．5

8．5

8．4

14．5

10．3

7．6

8．3

65．0

78．8

77．0

115．8

78．7

72．7

69．4

43．8

46．3

40．1

38．9

39．3

46．6

42．3

BMI 指 数

Group Age mean S．D． Max Min

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65十

37．4

42．0

47．1

51．6

56．6

61．4

67．3

21．2

22．8

22．1

22．3

21．7

23．0

2L3

1．6

3．0

2．6

3．7

2．8

2．6

2．2

24．6

30．2

29．1

35．0

26．3

27．1

24．6

17．7

18．5

17．9

16．1

16．5

19．8

17．0

収縮期血圧 （SHg ）

Group Age mean S．D． Max Min

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65十

37．4

42．0

47．1

5L6

56．6

61．4

67．3

118．4

120．0

127．2

120．3

124．4

136．5

141．7

12．0

16．2

10．2

18．8

14．1

24．5

14．3

139

159

159

173

148

182

159

102

96

111

94

103

98

107

拡張期血圧 （mHg ）

Group Age mean S．D． Max Min

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65十

37．4

42．0

47．1

51．6

56．6

61．4

67．3

68．7

68．0

70．5

68．9

72．3

74．3

76．3

6．7

9．5

6，8

10．1

7．4

8．4

6．8

82

89

92

94

85

89

88

58

53

59

55

62

64

63

（cm）

Group Age mean S．D． Max Min

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65十

37．4

42．0

47．1

51．6

56．6

61．4

67．3

7，8

7．8

7．7

8．2

7．4

8．8

8．6

9．4

9．1

9．9

7．8

7．1

5．4

12．1

20．3

21．5

21．8

23．0

19．4

16．4

29．5

－17．0

－15．4

－14．8

－4．2

－5．2

0．0

14．5

握力 （kg）

Group Age mean S．D． Max Min

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65十

37．4

42．0

47．1

51．6

56．6

6L4

67．3

29．9

32．1

29．7

27．0

28，7

26．8

25．5

6．1

5．0

5．7

5．4

6．7

5．5

6．6

49．0

44．3

42．3

46．0

43．0

35．3

44．8

24，5

22．0

18．8

21．0

19．0

18．5

17．3

膝伸展筋力 （Nm ／kg）

Group Age mean S．D． ・Ma χ Min

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65十

37．4

42．0

47．1

51．6

56．6

61．4

67．3

2．1

1．9

1．8

1．7

L7

1．7

L6

0．3

0．4

0．3

0．3

0．3

0．3

0j

2，8

2，6

2，6

2，2

2．5

2．1

2．2

1．7

1．1

1．3

1．0

1．3

1．1

1．0

膝屈曲筋力 （Nm ／kg）

Group Age mean S．D． Max Min

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65＋

37．4

42．0

47．1

51．6

56．6

6L4

67．3

1．4

1．2

1．2

1．2

1．1

1，1

1．1

0．2

0j

0．2

0．3

0．3

0．2

0．2

1．8

1．8

1．6

1，8

1．5

1．4

1．5

1．1

0．7

0，9

0．8

0．6

0．7

0．8

最大酸素摂取量 （m ／／min／kg）

Group Age mean S．D． Max Min

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65十

37．4

42．0

47．1

51．6

56．6

61．4

67．3

41．2

37．0

40．1

38．9

39．4

39．8

37．6

7．6

10．6

10．8

12．1

n 。4

16．0

10．5

56．5

53．5

67．8

68．2

56．4

71．1

53．1

28．3

14．8

11．9

17．6

19．4

20．5

19．9
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ざみに年齢グループを設定し，各年齢グループご

とに平均と標準偏差，および最大値と最小値をそ

れぞれ測定項目について求 め， 表45 および表46

にそれぞれ男女別に示した．なお，男性の85 歳以

上と女性 の70 歳以上のグループは， それぞれ対

象者数が2 名と少なかったので，それぞれの最高

年 グループの80 ～84 歳（男性），　65～69 歳（女

性）のグループに含めて結果を示した．

表41 ，　42に示 した変量は，形態「身長・体重・

BMI 　（身長／体重2）」，血圧「SBP 　（収縮期血圧）・

DBP （拡張期血圧）］， 体力 「柔軟性 （立位体前

屈）・握力・脚伸展力および脚屈曲力 ・最大酸素

摂取量」であり，握力および脚力 は右と左 の平均

値，また脚力および最大酸素摂取量は体重当たり

の値で示 されている．

2 ）考察

身長・体重・BMI は加齢にともない，最大値と

最小値の幅が男女とも狭まり，同時に男性では平

均値がやや小 さくなる傾向が認められる． ただ

し，女性で はそのような傾向 は認められなかっ

た．血圧は収縮持（SB！）），拡張期（DBP ）とも，

年齢が高いほど高いという傾向が見られたが，と

くに女性でやや顕著のように認められた．柔軟性

は個人差が大 きく，年代別で特別な関係は認めら

れなかったが，概して日本人の方が柔軟性が良い

ようであった．筋力 のうち，握力では年齢の増加

に伴う低下が認 められたが，この傾向は女性の方

が男性より顕著であった．

体重当 たりの脚伸展筋力およ び脚屈曲筋力で

は，男女間で顕著な差が認められなかった．この

ことは絶対筋力に男女差がないという，生理学的

条件を裏づけるものといえよう．なお，年齢の増

加にともない，両者とも脚筋力が減少する傾向が

認められた．

最大酸素摂取量は，当然のことながら男性の方

が女性よりかなり高い結果を示した． これは男性

の被測定者に，かなりの数の長距離， マラソン等
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を参加種目とする，いわゆる長距離ランナーの多

かったことにもよるといえよう．なお，これも当

然のことといってよいが，男女ともに，加齢とと

もに減少する傾向が認められた．

これらの結果と比較する適当な資料がないの

で，本報告では測定結果の表示という形で終わっ

たが，個別に各体力測定値，ならびに参加種目と

その記録等との関係を整理し，500 に足らない対

象で，しかも年齢幅のあるデータではあるが，ベ

テランズ競技に積極的に参加している，いうなら

ば，スポーツを健康づくりや生きがいの目標とし

て取り組んでいる人々の，体力指標を考える資料

として活用し得るよう，さらに検討を加え機会を

得て報告したい．

4 ． ま　と　 め

平成5 年10 月7 日～17 日までの11 日間，宮

崎県営運動公園で開催された． 第10 回世界ベテ

ランズ陸上競技選手権宮崎大会の参加者を対象

に， アンケート調査と医・科学的調査 の2 面から

研究調査を行った．

（1 ） アンケート調査

了ンヶ一卜調査の回収率は，外国人 沮5 ％（男

性18 ．7％，女 性24 ．9％）， 日本 人42 ．9M　（男 性

43．3％，女性41 ．2％）であ った．また，回答者 の年

代別比率は40 歳代43 ．8％，　50歳代28 ．5％，60 歳，

代12 ．6％，70 歳以上4 ．2％ であっ尨 アンケート

調査ではつぎの諸点が注目された．

①大会参加動機・・・外国人は「日本という国 に来

てみたかった」と「世界の陸上競技仲間に会うこ

とができる」 がほぼ同数で上位をし め，つ いで

「体力の限界への挑戦として」を動機としている．

だが日本人は，日本での開催ということもあった

ので， 匚とにかく世界ベテランズ競技選手権に参

加 したかったので」が断突 に多く，つ いで「健康

づ くりの一貫として」，「世界の陸上競技仲間に会

うことができる」，「自分の体力評価のバロメータ
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として」であった．　 ＼

② 大 会 へ の 準 備 … 日 本 人 （87％）， 外 国 人

（56 ．9％）もともに高率で「日常的なトレー三ング

の実施のみで特別なトレニニ ングは行 わなかっ

た」と回答している． 日常のトレーニングの実施

は，回答者の半数以上が1 人で行っており，実施

頻度は 厂週3 ～4 日」，1 日のトレーニング時間は

「1 ～2 時」．が多 かったレ 実施場所は， 日本人 は

「道路を主体」 とする者が40 ％ 以上であるが，外

国人では 厂公共スポー ツヽ施設」 が最も多かった．

これは取り組んでいる陸上競技種目の違いによる

ものといえる．　　　　　　　　　　　 ＼

③陸上競技トレーニングの継続理由…外国人も

日本人 も「競技記録へのチ 亟レンジ精神」と「健

康の保持増進を含めた，続けたいという意欲」 の

精神面の回答が高い率をしめている．

④健康状態と健康管理…回答者の50 ％（日本人

48．2％，外国人59 ．8％）が「まったく異常なくすこ

ぶる健康である」と答えているご注目したいのは，

回答者 の91 ．5％ が定期的 または時々健康診断を

受 け健康チェックを行っていることである．食生

活で は「とくに意識せず何－さも食べる（59．8％）」，

「牛 乳 や 乳 製 品 を と る よ う に 配 慮 し て い る

（57．1％）」，「できるだけ3 度の食事時間を守って

とるようにしている（58 ．1％）」が高率回答であら

た． 飲酒の習慣は81 ．9％ があると答え， 喫煙は

88．0％ がまったくないと回答している．

（2 ）医・科学的調査

大会参加者のうち希望者を対象に，医学的検査

として安静時心電図と血圧を， また体力測定とし

て形態（身長・体重），立位体前屈（柔軟性），握

力 と等速性脚伸展お よび屈 曲力（筋力），　PWC

75％HR ＿ と最大酸素摂取量（持久性）め測定を

行ったニ　　　　 ノ　　　　　 △　　　　　　 卜

卜31 力国 から男性279 名が参加した．男性の参加

者の年齢範囲は男性40 歳～86 歳，女性35 歳～

71 歳であうた．当然のことながら，諸測定値とも

加 齢による低下がみられたが，握力 では男性が顕

著であった．体重当たりの脚伸展力 および脚屈曲

力 に は， 男女間で顕著な差 は認め られなかった

が・V02 － は・ 男性が女性よりかなり優れてい

た． これは男性の測定参加者に長距離ランナーの

多かったためといえる．年齢の増加にともない両

変量とも減少する傾向が認められた．

なお，一般人2）との比較では√握力 では違いはあ

まり大きくなかったが，最大酸素摂取量では一般

に比べ，明 らかに高いレベルである．
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〔資　 料 〕

第10 回 世界 ベテ ラ ンズ陸上 競技選 手権

宮 崎大 会参加 者調 査用紙

第10 回世界ベテランズ陸上競技選手権

宮崎大会組織委員会健康調査班

◆調査主旨と調査ご協力のお願い

まずもって第10 回世界ベテランズ陸上選手権大会に

ご参加くださいましたことを，本大会の組織にかかわる

団体に所属するものとして厚く御礼申し上げます．心か

ら歓迎いたします．

本調査は世界的に進行しつつある高齢化に対応して，

いかに人々の健康と心の豊かさを保持増進するかの基本

となる参考資料を得ることを目的として行うものであり

ます．

すなわち，本大会ご参加の世界の陸上競技愛好者の日

常の陸上競技との取り組み方と，その取り組みがそれぞ

れの方々の心身の健康の保持増進にどのように役立って

いるかについてのアンケートであります．

今一つベテランズ陸上競技について，大会を含めてそ

の一層の発展と充実を図るための資料とする質問を若干

加えさせていただきました，

回答は統計的に処理され，個人的にご迷惑をおかけす

ることは一切ありません．また，整理されました調査の

内容につきましては，この調査の目的にのみ使わせてい

ただきます．　　　　　　∧

調査用紙は参加者のすべての方に配布します．本調査

の主旨にご賛同いただき参加者の皆様の調査へのご協力

を切にお願い申し上げます．

◆調査の回答要項

回答 はで きるだけ質問に対する回答選択方式といた

し，一部必要箇所についての記入方式とさせていただき

ました．したがいまして，以下の質問に対し，あてはま

る答えを選択し答え の番号に○印をつけてください．な

お，複数（2 つ以上）回答選択の場合は必ず選択順位の

番号を右の（　）内に書き入 れてください．

また，記入方式でお答えをいただく質問については，

記入指示場所ッ・・・下線の上または（　）内……4こ回答を
ー

ご記入ください．

◆調査質問

I 。基本事項

卜1　 基本属性

名

氏　　名

姓

生年月日　19　 年　月　日

国　　籍

女

歳

無

り
乙
　
　
　

一

男L

満

有

1－2　スポーツ経験

1－2－1　あなたは何歳頃から熱心にスポーツに参加さ

れるようになりましたか？

デサントスポーツ科学VO 囗5

－33 －

〔資　料〕

QUESTIONNAIRE　FOR　THE

PARTICIPANTS　OF　THE　10　TH

WORLD　VETERANS ’　ATHLETIC

CHAMPIONSHIPS　MIYAZAKI

JAPAN　1993

SPECIAL　COMMITTEE　OF　THE　PHYSICAL

FITNESS　RESEARCH　ORGANIZING

COMMITTEE　OF　THE　LOTH　WORLD

VETERANS ’　ATHLETIC　CHAMPIONSHIPS

MIYAZAKI　JAPAN　1993　　　　　　 十

ASKING　FOR　COOPERATION　 ：

It　is　our　privilege　and　pleasure　to　welcome　you

in　Miyazaki　for　the　10　th　World　Veterans’　Athletic

Championships ．　Taking　this　good　opportunity ．　we

would　like　to　ask　for　your　cooperation　to　answer

this　questionnaire。

This　questionnaire　was　prepared　to　get　basic

data　to　promote　not　only　the　Veterans　Champion－

ships　but　also　a　fruitful　aged　society．　Questions

about　your　attitude　to　the　Athletics　and　this

Championship　are　included ．　Several　questions

about　your　daily　life－style　were　added。

The　results　are　used　only　for　the　object　of

study ．　Your　answers　are　treated　statistically．　and

your　privacy　will　never　be　trespassed ．　We　wish

you　agree　with　our　purpose　and　cooperate　with

us。

Thank　you　very　much　in　advance ．

METHODS　OF　ANSWERING　 ：

Check　the　suitable　answer　with　a　circle　or　write

the　answer　for　the　necessary　parts 　tabove　the

underlines 　or　in　the　parentheses ）．　When　you

choose　two　or　more　items ，　please　fill　in　order　in

the　parentheses　following　the　number 。

Please　bring　this　questionnaire　to　the　Champio－

nships　after　answering　and　submit　it　at　the　reg－

istration　table　in　MiyazakL　We　will　offer　you　an

opportunity　to　take　a　Physical　Fitness　Checkup ・

This　Physical　Fitness　Checkup　will　be　arranged

from　Oct　11　to　Oct　16　at　the　ground　floor　of　a

baseball　stadium　which　is　located　near　the　com－

petition　field．　You　can　apply　and　book　for　the　date

and　time　at　the　registration　table．

I　Basic　Questions

l －1　Name ：
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1 ．亅O 歳 代前 半　　　2 ．　10 歳 代 後 半 ‥

3 ．　20 歳 代 前 半　　　4 ．　20 歳 代 後半

5 ，30 歳 代 に入 って　6 ．　40 歳 代 に入 って

7． その他 （記　　　　　　 ≒　　　　 ）

卜2 －2　 青年時 代 に熱心 に実践 され たス ポーツ種 目 は

L 陸上 競技 …専門 種目があ れば記入 くださ

い．（　　　　　　　　　　　　　　　 ）

2 ． 陸上 競技以 外 の個人 種目 …種目名を 記入

くださ い．（　　　　　　　　　　　　　　 ）

3 ． 集団 スポ ーツ種 目…種目名 を記入 くださ

い．（

4 ．1その他（記

j
j

I

2－3　陸上競技を今日まで何年続けておられます

か．

1 。途中中断することなく

2 。時々中断することはあったが，

年行っている　　　犬

3 。最近の

4

5

年間である

年実践

の べ
－

）

j

り

（国
j
j

う

う

j
j

Gender ：、1 ．　Male　2 ．　Female　　　　　　　　づ

Date　of　Birth　：

（Year）　　　 ／　（Month ）　卜　 ／（Day ）

Age　：

Nation　：

Years　01d

Do　you　have　a　spouse？　：　1　，　Yes　2．　No

I　－　2　Concerning　Your　Sports　History

1－2－1　When　did　you　start　to　participate　in

sport　activity　eagerly？

1．　in　early　teens

2．　in　late　teens

3．　in　early　twenties

4．　in　late　twenties

5．1n　thirties　　　　　　／
6
in　forties

一一　7 ．・other 　（specify

l －2　－　2　What　sport　event　did

）

you　participate　in

eagerly　during　your　youth？

1．　Athletics　　　　　　卜

2 ．　Other　Individual　Sport

3　．　Team　Sp・ort

4 ．　Others

（event　　 ）

（event　　 ）

（event ）

（specify ）

I　－　2　－　3　How　long　have　you　been　participating

Athletics？

1 ．　About

ruption

2 ．　About

ruption

years　without　inter －

years　with　some　inter －

3 ．　Just　recently ，　　years
－

4 ．　Other 　（specify　　　　 卜十　　 ）

1 －2 －4　Which　levels　of　commpetitions　have　you

participated　jn　as　an　athlete ？　Please　f泪

in　also　the　year　of　the　competitioons ．

L　Olympiad　　　 十

（year　　　　　　　　　　 ∇　　　　 ）

2 ．　World　Cup　and ／or　World　Champio －

nships　　 ＼

（year　　　　　　　　　　　　　　　 ）

3 ．　Inter－Continent　Championships

（year　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

4 ．　Other　International　Competitions

（year　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

5 ．　National　Championships

（year　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

6 ．　Inter －Collegiate

（year　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

＼　　　　　7 ．　Inter－High　School

（year　　　　　　　　　　 ダ　　　　　　　　）

8 ．　Marathon　for　a　fun

（year　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

9 ．　Competitive　Marathon
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4 。その他（記

卜2 －4　 陸上競技選手としての大会出場経験…参加大

会名を大会ごとの（　） の中にご記入くださ

い．年次でも結構です，

1．オリンピック大会（　　　　　　　　 ）

2．ワールドカップまたは世界選手権大会

（　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

3．地域（ヨーロッパ， アジア等）選手権大

会（．

その他の国際競技大会（

国内選手権大会またはそれに準ずる

民体育大会等

国内のビッグ大会（　　　 二

6 。国内大学選手権大会（インターカレッの

（　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

7．国内高等学校選手権大会（インターハイ）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

8． ボストンを始めとする国際シティマラソ

ン大会（　　　　　　　　　　　　　 ）

9，東京，福岡，琵琶湖の日本三大マラソン

大会（

10．その他（記

II．世界ベテランズ陸上選手権大会参加関連事項

n －1　世界ベテランズ陸上選手権大会は今回で10 回目

を数えますが，貴方は今まで何回参加されまし

たか．2 回および3 回以上参加の方は参加大会

を（　）内に記入ください．

1．今回が初参加である

2 。2 回参加した（

3．3 回以上参加している（

U －2　今回の大会で出場される種目はどの種目ですか．

何種目か出場される方は出場される種目のすべ

てに○印をつけてください．なお，種目名の



n －3

O 　内に最 も最近の公式記録をご記入くださ

い．

L　100

3，400

5．1500

7．10000

叺100H

且．2000S

13．5000W

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

（

（

犹　100×4 ＝400

15．　400×4 ＝1600

16．走高跳び

17．走幅跳び

18．三段跳び

19．砲丸投げ

20，円盤投げ

21．やり投げ

22．ハンマー投げ
3
4
5
6
7
8

2
2
2
2
2

｛
ソ
｝

10種

7 種

10km道路競歩

20km道路競歩

クロスカントリー

マラソン

2。

4．

已

＆

m

12．

200

800

5000

80H

UOH

3000S

j
j
j
j
j
j

（

（

（

（

（

（

今回の大会参加の動機は何でしたでしょうか．

強い動機順に3 つまで回答してください．ただ

し必ず番号の頭の（　 ）内に順位をご記入くださ

ぐ

夸
　

一

い
1

2
3
4
5
6

（

（

（

（

（

）世界の陸上競技仲間に会うことがで

きるから

）年齢別世界記録への挑戦のため

）体力の限界への挑戦として

）自分の体力評価のバロメータとして

）健康づくりの一環として

）日本という国に来てみたかったので

（日本人の方は，宮崎に来てみたかったから）

7 ．（　　 ）とにかく世界ベテランズ競技選手権

に参加したかったので

8 ．（　　 ）陸上競技が好きなので

9 ．（　 ）その他（記　　　　　　　　　　 ）

n－4　 今回の大 会に参加するためにど のような準備

（広い意味のトレーニング）をされましたか。

1 ，参加のため特別なトレーニングを行った

2 ．日常的なトレーニングの実施のみで特別な

トレーニングは行わなかった

3，その他

u 刻 の回答で1 または3 と回答された方はつぎ

の記入例にその内容を簡潔にご記入ください．

r記　　　　　　　　　　　　　　　　1
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j
j

II．　Concerning　the　Veterans ’　Athletic　Champions－

hips

Ⅱ－1　1s　this　your　first　participation　to　the　World

Veterans ’　Altletic　Championships？

L　Yes

2 ．　No 　（specify　year　or　city　of　your

participation　：　　　　　　　　　　　 ）

II－　2　Which　athletic　event　 （s）　do　you　compete ？

Check　all　the　event　 （s）　that　you　w 泪par －

ticipate　in　with　a　circle　and　write　the　most

recent　official　record　jn　the　following　par －

entheses ．

1．100

2．200

3．400

4．800

5．t500

6．5000

7．10000

8．　80　H

9．　100　H

10．110　H

11．　2000　S

12．3000　S

13．5000W

14．　4×100　Relay

15．　4×400　Relay

16．　High　Jump

17．　Long　Jump

18．　Triple　Jump

19．　Shot　Put

20．　Discus　Throw

21．　Javelin　Throw

22．　Hammer　Throw

23．　Decathlon

24．　Heptathlon

25．　10K　Walk

26よ20K　Walk

27．　Cross　Country

28．　Marathon

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

く

ぐ

ぐ

く

ぐ

ぐ

く

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

n 一3　What　is　your　motive　to　participate　in　this

World　Veterans ’　Athletic　Championships

Miyazaki ？　Choose　up　to　three　reasons　and

put　the　order　in　parentheses．

1 ．（　　 ）to　meet　athletes　from　all　over

the　world
2
3

（

（

）to　challenge　the　world　record

）to　challenge　my　limit　or　personal

best　　卜
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n －4 め回答で2 と回答された方はっぎの質問に

ご回答ください．

n－4 －i　 日常のトレーニングについて　　　　し

1 ．職場め陸上クラブに所属して行っている

2．地域の陸上 クラブ に所属して行っている

3．出身学校のoB 会として行っている

4 ．気の合う仲間と一緒に行っている

5 ．家族とともに行っている　　　　　 ▽

6 ．ひとりで行っている

n －4－2　 日常のトレーニング頻度について

L．ほとんど毎日行っている

2 ．週3 ～4 日行っている

3．週2 日行っている

4 ．週1 日行っている

5 ．とくに決めてはいないが，月4 ～5 回は

行う

u－4 －3　1 日のトレーニング時間について

1 ．3 時間以上　　　　　2 ．2 ～3 時間

3．1 ～2 時間以内　　　4 ．1 時間以内

5．とくに決めていない

n －4－4　 日常トレーニングの主なトレーニング場所に

ついて

（複数回答の場合は（　 ）内に順番を記入）

1
2
3
4
5

（

（

）公共スポーツ施設で

）公園などの空き地で

）道路を主体に行っている

）学校の校庭やグランドで

）職場スポーツ施設で

6．（　　）商業スポーツ施設で

7．（　 ）その他（記　 し　　　　　　 ）

n －4－5　貴方のトレーニング計画や内容づくりについ

て

1．専門のコーチの指導による

2．先輩や仲間の意見を参考にして自分で

3．指導書などを参考にして自分で

4．まったくの自己の経験に立って

5．その他（記　　　　　　　　　　　 ）

n －4－6　日常のトレーニング実施に当たって，貴方が

現在とくに希望したいこと

（希望の強さの順に3 つまでご回答下さい．

（　）内に順番を記入）

1．（　　）自由に利用し得るトレーニング

施設 ＞　　卜

2．（　　）トレーニングにづいての指導者

を

3．（　　）気軽に種々の相談のできるスポ

ーツ専門医師を

4．（　　）国外ヽ国内のベテランズ陸上に

ついての情報を

5．（　　）その他（記　　　　　　　　 ）

n －4－7　以上のように継続的に貴方が陸上競技トレー

4 ．　（　 ）to　know　my　own　physical　fitness

level
5
6
7

（

（

（

）as　a　part　of　my　healthy　life－style

）　wishing　to　visit　Japan

）　just　to　feel　the　atmosphere　of　the

World　Veterans ’　Athletic　Cham －

pionships　　　　　　　 卜

＆ （　 ）・loving　Athletics

9．・（　　）　other　（specify）・＝＝

U 刊　Did　you　do　special　training　for　this　Cha－

mpionships　in　additit）n　to　usual　training？

1．　Yes　（specify匚　　　 っ

2 ．　No，　only　daily　training

3．　Other　　　　　　　　 犬

f　specify　　　　　　　　　　　　　 り

11－4－1　With　whom　do　you　do　daily　training ？

1 ．　as　a　member　of　the　athletic　club　of

my　company　　　　　　　　　　 。

2．　as　a　member　of　the　athletic　club　of

l　the　district　　　　　　　・　・

3．　as　a　member　of　the　athletic　club　of

the　alumni　association

4 ．　with　my　friend　（s）

5．　with　my　family∧　 ＼　1

6 ．　alone

n －4－2　How　often　do　you　do　your　training？

1 ．　almost　everyday

2 ．3　0r　4　days　a　week

3 ．2　days 　a　week

4 ．　once　a　week 犬

5 ．　other　（specify　　　　　　　 ’ ）

II－4　－　3　How　long　do　you　do　training　once？

1 ．　more　than　3　hours

2 ．　more　than　2　hours ∧

3 ．　more　than　1　hour

4 ．　about　30　minuites

5 ．　other　（specify　 ・・　　　　　　 ⊃・

11－4　－　4　Where　do　you　do　training　mainly ？　ln

case　of　multiple　answers，　put　the　order

in　parentheses ．　　　I

1 ．（　　 ）inl　public　sport　facilities

2 。（　　 ）in　a　park　or　a　vacant　lot

3 ．（　　 ）　road

4 ．（　　 ）　school　ground

5 ．（　　 ）in　sport　facilities　in　my　com・

pany

6 ．（　　 ）in　commercial　sport　facilities

7 ．（　　 ）　other　（specify　　　　　　　　）

Ⅱ－4　－　5　How　do　you　design　your　training　plain？
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ニングを行われる要因は何でしょうか．つぎ

の内から強さの順に3 つまでご回答下さい．

（　）に順番を記入．

L （　　 ）競技記録へのチャレンジ精神

2．（　　 ）自分自身，の健康の保 持増 進を含

め，続けたいという意欲

3．（　　 ）自分自身の時間的お よ び経済的

ゆとりの消化として

4 ．（　　 ）競技仲間の協力と励 まし がある

ので

こ　　　5 ．（　　 ）職場の理解と支援があるので

6 ．（　　 ）その他（記　　　　　　　　 ）

Ⅲ，健康状態と日常的な健康管理に関する事項

Ⅲ－1　 現在の健康状態について

1、まったく異常なく，すこぶる健康である

2．やや老いを感ずることはあるが，健康である

3．あまり健康とはいえないが，特別な疾病や身

体の異常状態はない

4．やや血圧が高いといわれるが，そのことが特

別な支障とはなっていない

5．その他（記　　　　　 卜　　　　　　 ）

Ⅲ－2　 健康管理のため，定期的に健康診断を受けてお

られますか．

1．受けている

2．定期的ではないが，時々受けている

3．まったく受けていない

Ⅲ－2 で1 とご回答の方は，つぎのⅢ－2－1 ～Ⅲ

－2－2 までの質問にご回答下さい．また，2 とご

回答の方はⅢ－3 に，さらに3 とご回答の方 はⅢ

－4 の質問にご回答下さい．

Ⅲ－2－1　 定期的健康診断をどのような形で受けられて

いますか，

i ．勤め先の定期的健康診断で

2 ，地域 の住民定期健康診断で

3 ．自分で定期的に日を定めて健康診断を受

けている

4 ，その他（記　　　　　　　　　　　 ）

Ⅲ－2－2　 健康診断を受けられる場所または施設につい

て

」 ，勤め先の健康管理担当施設で

2レ勤め先への巡回健康管理車等 の職場への

移動施設で

3 ．地域の保健センター，保健所または診療

所などで

4．かかりつけの医師の病院または医院で

5 ，その他（記　　　　　　　　　　　 ）

m－3　 時々受けられる健康診断についての受診のしか

たについて

1レ世界または国内などのベテランズ競技大

会（マラソンを含む）出場前の健康診断

2 ．風邪などの軽い病気をした場合の診療を
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1 ．　supervised　by　a　coach

2 、with　reference　to　advises　from　fri・

neds

3 ．　wih　reference　to　books　or　magazines

4 ．　based　on　my　eχperience　only

5 ．　other

「specify　　　　　　　　　　　　　　 ｀1

H －4－6　What　do　you　need　best　in　daily　train －

ing？

1 ．（　　 ）　convenient　training 　facilities

2 ．（　　 ）coach　or　instructor

3 ．（　　 ）　doctors　with　speciality　of

sports　medicine

4 ．（　　 ）　information　about　Veterans ＊

Athletics

5 ．（　　 ）　other　（specify　　　　　　　　 ）

n －4　－　7　Why　can　you　continue　your　daily　train－

ing　in　Athletics？

1 ．（　　 ）　because　of　my　challenging

spirit

2 ．（　　 ）　considering　my　health

3 ．（　　 ）　because　of　plenty　time　and／or

money 　（I　can　afford）

4 ．（　　 ）　because　of　cooperarion　and

cheering　from　my　friends

5 ／（　　 ）　because　of　support　and　under－

しstanding　of　my　company

6 ．（　　 ）　other　（specify　　　　　　　　 ）

Ⅲ．　Concerning　Your　Daily　Life　and　Physical　Fit－

ness　Level

Ⅲ－1　How　do　you　think　about　your　health　condi－

tion？

亅 ．　completely　healthy　with　no　disorder

2 ．　not　so　bad

3 ．　not　very　healthy　but　no　special　disease

4 ．　with　some　problems　such　as　hyperten －

sion，　but　it　IS　not　an　obstacle

5 ．　other　（specify　　　 ’・　　　　　 ）

Ⅲ－2　Do　you　take　a　physical　eχamination　（med －

ical　checkup ）　regularly？

1 ．　Yes 　（answer　Q Ⅲ－2－1　and　Q Ⅲ－2－2 ）

2．　Not　regularly　（answer　Q Ⅲ－3 ）

3．　No 　（answer　Q Ⅲ－4）

Ⅲ－2－I　　How　do　you　take　a　physical　e χ－

：　　animation ？　　　　卜　　卜

1．　seasonal　health　examination　in　my

company

2 ．　seasonal　health　eχamination　in　my

district



－38 －

兼ねて

3 ．何となく（健康不安を）感じた場合

4 ．その他（記　　　　 卜　　　　　　 ）

Ⅲ－4　 定期診断を受けられなかった理由に七）いて

1 ．他動的に受ける機会がなかったから

2 ．身近に受ける場所がなかったから ＼

3 ．健康についてとくに不安がなく，受ける

必要を感じなかったから

4 ．何となく受ける機会を逸してしまったか

ら

5 ．その他（記　　　　　　　　　　　 ）

Ⅲ－5　 現在までの競技生活（トレーニングを含めて）で

ケガや病気をされたことがありますか．ある方

は病気の場合 にはⅢ－5 －1 の記入欄に，ケガの

場合はⅢ－5－2 の記入欄に年次を明確にご記入

；下さい．なお，ケガについては，どのような治療

法をお受けになったかも簡潔にご記入下さい．

Ⅲ－5－1　 病気について

r記　　　　　　　　　　　　　　　　1

Ⅲ－5－2 ケガについて

r記

Ⅲ－6　 健康管理について，日常どのような点に配慮さ

れていますか．

Ⅲ－6 －1　 食生活について，4 つまで重視されている順

番を（　）内に記入してご回答下さい．

1 ．（　　 ）とくに意識せず，何でも食べる

．2．（　　 ）野菜中心の食生活をしている

3．（　　 ）動物性 タンパク質（魚類や肉類）

が少なくならないよう注意して

いる

4 ．（　　 ） タンパクの摂取 は植物 性 タンパ

ク（豆類や豆加工食品）を主体

としている

5．（　　 ）牛乳や乳製品をとるよ うに配慮

＼　　　　　　　　　　　している

6．（　　 ）糖分や塩分をとり す ぎないよう

にしている

7．（　　 ）できるだけ3 度の食事を 食事時

卜　　　　　 間を守ってとるようにしている

8．（　 ）その他（記　　　　　　　　 ）

Ⅲ－6 －2　 飲酒（アルコール飲料）について

1．まったく飲めない

2 ．飲む一飲むとご回答の方は， その飲み方

とお飲みになるアルコール飲料の

種類と1 回に飲まれる量を各項の

（　）内にご記入下さい．

a ，晩酌として毎日飲む （　　　　　 ）

3 ．　setting　date　by　myself

∧4 ．　other 　（specify ）

Ⅲ－2　－　2　Where　do　you　take　a　physical　e χamina －

tion？

1 ．　in　a　clinic　of　my　company

2 ．　in　a　clinic　tied　up　with　my　company

J　　3 ．　in　a　clinic　or　health　center　of　the

distriとt

4 ．　in　a　clinic　of　my　family　doctor

5 ．　other 　（specify　　　　　　　　　 ）

Ⅲ－3　When　do　you　take　a　physical　e χ－

aminatjon ？

1 ．　before　competition　　　　　 卜

2 ．　when　l　am　in　poor　condition

3 ．　when　l　feel　anxious　about　my　health

4 ．　other 　（specify　　　 し　　　　 ）

Ⅲ－4　Why　don ’t　you　take　a　physical　examina －

tion？　　　　　　　　　 レ

1 ，　because　of　no　recommendation　from

others

2 ．　because　of　no　place　or　chance　to

take 　an　eχamination

3 ．　because　of　no　anxiety　about　my

health

4 ．　other 　（specify　　　　　 。・　　　　 ）

Ⅲ－5　Have　you　suffered　from　and　serious　dis －

eases　or　injuries ？　If　”Yes” ，　what ？　and

when ？

Name　of　a　Disease　　　Year
ぐ

ぐ

ぐ

j
j
j

Name　of　a　Injury
ぐ

ぐ

ぐ

り
I

り

ぐ

ぐ

ぐ

Year
ぐ

ぐ

ぐ

り
I

り

Treatmen 七

バ
バ
バ

j
j

う

Ⅲ

Ⅲ

6　Concerning　Your　Health　Control

6　－　1　How　do　you　pay　attention　in　food　and

meaj　for　your　health　contra】？

1．（　 ）　trying　to　eat　without　parti－

cular　likes　and　dislikes

2 ．（　 ⊃trying　diet　mainly　composed

by　vegetables

・　3．（　　 ）　trying　diet　with　plenty　of

animal　protein　such　as　fish

and　meat

4 ，（　　 ）　trying　diet　with　plenty　of ．

vegetable　protein　rather　than

animal　protein

5 ．（　　 ）　trying　to　take・　dairy　products

such　as　milk ，　cheese ，　and

犬　　　　　　　yogurt

デサントスポーツ科学Vol ．　15



b ．週に2 ～3 回飲む

C．週に1 回は飲む

d． その他 （記

Ⅲ－6－3　 喫煙について

1．まったく喫煙しない

（

（

j
j
j

2 ．喫煙する一喫煙とご回答の方は1 日の喫

煙量をつぎにご記入下さい．

L 日の喫煙量

Ⅲ－6－4　 生活時間について

本

1，できるだけ生活時間を守るようにしてい

る

2．とくに留意していない

Ⅲ－6－5　睡眠時間について

1．睡眠時間を十分とるようにしている．睡

眠量1 日約　　時間
－

2．毎日昼寝をとるようにしている．昼寝睡

眠量1 日約　　時間
－

3．とくに留意していないが，良く眠れる．

4．良く眠れるよう寝室や寝具に配慮されて

いますか．→このご回答をされた方は，

記入欄にその配慮点を簡潔にご記入下さ

い．

r記　　　　　　　　　　　　　　　` 1

5 ．その他（記　　　　　　　　　　 犬 ）

◆お礼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 △

どうも長い調査にご回答下さいましてありがとうご

ざいました．厚くお礼申し上げます．

◆調査用紙のご提出について

ご回答を記入していただきました調査用紙は，宮崎へ

ご持参下さいますようお願いします．提出場所は皆様が

宮崎で参加の受付をされます受付場所に近接して設置い

たしますので，そこにご提出して下さい．なお，この調

査に関連しての［体力テスト］を10 月11 日から16 日ま

で毎日，野球場正面スタンド下（外部から向かって右側）

で9 時から17 時まで（ただし16 日は12 時まで）実施い

たしますので， テストをお受けいただくようお薦めしま

す．テスト内容は，調査書提出場所に表示してあります．

テストを受けられる方は，提出の際テスト日時を申し込

み下さいますようお願いいたします．重ねて調査のご協

力を感謝申し上げます．

◆調査結果概要の配布について

調査結果概要配布の希望者は，下欄に送付先をご記入

下さい，配布は12 月頃になります．

（送付先）

名

所

氏

住 －
T
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6 ．（　　 ）　trying　to　reduce　salt　and

sugar

7 ．（　　 ）　trying　to　take　meals　regularly

8 ．（　　 ）　other 　（specify　　　　　　　　 ）

Ⅲ－6　－　2　Do　you　drink　alcoholic　drinks ？

1 ．　NO

2 ．　Yes　If　“Yes ”　How　often ？

1 ．　almost　every　day

2 ．a　few　times　a　week

3．　about　once　a　week

4 ．　other 　（specify　　　　　　　　 ）

Which　liquor ？　and　How　much ？

（　　　　　 ）　　　　　 （　　　　　 ）

Ⅲ－6　－　3　Do　you　Smoke ？

L　No

2 ．　Yes　　lf “Yes ”，　how　many　cigar －

ettes　do　you　smoke　a　day ？　（　　　 ）

Ⅲ－6　－　4　Do　you　pay　attention　to　live　a　regular

life？

1 ．　Yes

2 ．　Not　particularly

Ⅲ－6 －5　How　do　you　pay　attention　abuot　your

sleep？

1 ．　trying　to　take　ample　sleep

How　many　hours　a　day ？ （　　 ）

hours

2 ．　trying　to　take　an　afternoon　sleep

How　many　hours　a　day ？ （　　 ）

hours

3 ．　not　so　conscious　about　my　sleep

4 ．　being　careful　about　bedroom　and

bedding

亅f　“Yes ”，　how　are　you　careful ？

5．　other

づ
… … … …

Thank　you　very　much　for　your cooperation ．

This　questionnaire　was　basically　designed　for

Japanese　participants ．　So　it　could　be　difficult　for

you　to　understand　the　meaning　of　several　ques －

tions．　We　apologize　any　inconvenience．　If　you　wish

to　know　a　results　of　this　research，　will　you　write

down　your　address　below ？　We　will　send　you　a

summary　afterwards ．　　　　　　　一

Name

Address
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